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本
稿
は
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
七
）
』
（
馬
承
源
主

編
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

0
0
八
年
十
二
月
）
に
所
収
の
文
献

『
鄭
子
家
喪
』
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
、
そ
の
訳
注
を
示
す
も
の

で
あ
る
。

『
鄭
子
家
喪
』
に
は
、
鄭
の
子
家
の
死
を
契
機
と
し
て
、
楚
の

荘
王
が
鄭
を
包
囲
し
、
そ
の
鄭
を
救
援
し
に
来
た
晋
と
両
棠
に
争

う
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『
鄭
子
家
喪
』
の
原
釈
文
作
成
（
整
理
）
は
、
陳
侃
芥
氏
が
担

当
し
た
。
竹
簡
に
は
甲
本
・
乙
本
の
二
種
が
あ
り
、
竹
簡
数
は
各

七
簡
（
注
l
)
°

い
ず
れ
も
満
写
簡
と
な
っ
て
い
る
(
l
L
2
)
0

陳
氏
は
、
原
釈
文
公
開
の
段
階
で
、
本
篇
に
『
国
語
』
や
『
左

伝
』
の
記
事
と
類
似
し
た
内
容
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
そ
の
指
摘
を
受
け
て
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
七
）
』

は
じ
め
に

上
博
楚
簡

『
鄭
子
家
喪
』

訳
注

中
国
研
究
集
刊
出
号
（
総
五
十
一
号
）
平
成
二
十
二
年
十
月
一

0
五
ー
一
三

0
頁

本
章
で
は
、
『
鄭
子
家
喪
』
の
訳
注
を
示
す
。
以
下
、
「
凡
例
」

「
釈
文
」
「
訓
読
」
「
現
代
語
訳
」
「
語
注
」
の
順
に
掲
載
す
る
。

一
、
訳
注

の
刊
行
後
は
、
伝
世
文
献
と
の
比
較
や
テ
キ
ス
ト
確
定
の
面
か
ら
、

多
く
の
研
究
者
が
『
鄭
子
家
喪
』
に
注
目
し
、
検
討
を
試
み
て
き

た
。
し
か
し
、
先
行
研
究
の
ほ
と
ん
ど
は
『
鄭
子
家
喪
』
の
一
部

分
の
み
を
取
り
上
げ
た
札
記
類
で
あ
り
、
全
体
を
通
し
て
解
釈
を

試
み
た
論
考
は
ま
だ
少
な
い
（
注
3
)
0

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
ま
ず
、
原
釈
文
と
先
行
研
究
と
を
参
考
に

『
鄭
子
家
喪
』
の
訳
注
を
示
す
。
次
い
で
、
本
篇
の
文
献
的
特
質

や
、
本
篇
に
お
け
る
重
要
語
句
「
上
帝
鬼
神
」
に
つ
い
て
若
干
の

考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

金

城

未

来
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凡
例

•
「
釈
文
」
は
、
原
釈
文
と
先
行
研
究
と
を
考
慮
し
、
筆
者
の
考
察

を
加
え
て
作
成
し
た
。

・
『
鄭
子
家
喪
』
に
は
甲
本
と
乙
本
の
二
種
が
存
在
す
る
が
、
内
容

に
大
き
な
相
違
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
稿
に
お
い
て

は
欠
損
部
分
の
少
な
い
甲
本
を
も
と
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
に

す
る
和
4
)
0

•
「
釈
文
」
「
訓
読
」
は
旧
字
体
で
表
記
し
、
そ
の
他
の
記
述
に
つ

い
て
は
、
新
字
体
（
常
用
字
体
）
に
改
め
た
。

•
「
釈
文
」
「
訓
読
」
中
の
【
】
内
の
数
字
は
、
竹
簡
番
号
を
示

す
。
ま
た
〈
〉
の
数
字
は
語
注
番
号
を
、
「
」
の
記
号
は
、
墨
鉤

を
示
す
。

•
「
現
代
語
訳
」
中
の
〔
〕
部
分
は
、
筆
者
が
文
意
を
捉
え
る
上

で
、
適
宜
補
っ
た
箇
所
で
あ
る
。

・
『
鄭
子
家
喪
』
を
め
ぐ
る
論
文
・
札
記
類
は
、
多
く
簡
吊
網

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
b
s
m
.
o
r
g
.
 en/)

や
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字

研
究
中
心
（
以
下
、
復
旦
網
／

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
g
u
w
e
n
z
i
.
c
o
m
/
D
e
 

fault.asp)

な
ど
の
学
術
サ
イ
ト
に
お
い
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
に
発
表
さ
れ
た

『
鄭
子
家
喪
』
に
関
す
る
先
行
研
究
の
題
目
や
掲
載
年
月
日
に

つ
い
て
は
、
本
稿
末
の
「
参
考
文
献
」
に
列
記
す
る
。

な
お
、
「
語
注
」
に
見
え
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
、
「
参
考
文
献
」

訓
読 に

附
し
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
対
応
す
る
。
以
下
、
各
先
行
研
究
を
注
記

す
る
際
に
は
、
こ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
代
用
す
る
。

釈
文鄭

子
家
喪
〈
1

〉
、
邊
〈
2

〉
人
束
告
。
荘
王
就
〈
3

〉
大
夫
〈
4

〉
而

輿
之
言
日
、
「
鄭
子
家
殺
其
君
。
不
穀
日
欲
以
告
大
夫
〈
5

〉
、
以
邦

之
病

5
【
1
】
、
以
及
〈
7

〉
於
今
。
天
〈
8

〉
厚
〈
9
〉
楚
邦
、
使
〈
IO
〉

為
諸
侯
正
〈
11
〉
°
今
〈
12
〉
、
鄭
子
家
殺
其
君
、
将
保
其
寵
〈
13
〉
光
〈
14
〉ヽ

以
没
〈
15
〉
入
地
。
如
上
帝
鬼
【

2
】
神
以
為
怒
、
吾
将
何
以
答
。

雖
〈
16
〉
邦
之
病
〈
17
〉
、
将
必
為
師
」
。
乃
起
師
園
鄭
三
月
。

鄭
人
請
〈
18
〉
其
故
。
王
命
合
〉
答
之
日
、
「
鄭
子
【
3
】
家
顛
覆

天
下
之
證
、
弗
畏
鬼
紳
之
不
詳
、
栽
〈
20
〉
賊
〈
包
其
君
。
余
〈
22
〉

将
必
使
〈
23
〉
子
家
母
以
成
名
立
於
上
、
而
滅
〈
24
〉
【
4
】
光
〈
25
〉

於
下
」
。
鄭
人
命
〈
26
〉
以
子
良
為
質
〈
27
〉
、
命
〈
28
〉
使
〈
29
〉
子
家
梨

〈30
〉
木
三
寸

g
、
疏
索
以
紘
〈
32
〉
、
母
敢
丁
〈
33
〉
門
而
出
、
掩
〈
34
〉

之
城
基
【
5
】
。
王
許
之
。

師
未
還
、
晉
人
渉
将
救
鄭
、
王
将
還
。
大
夫
〈
35
〉
皆
進
日
、
「
君

王
之
起
此
師
、
以
子
家
之
故
。
今
晉
【

6
】
人
将
救
子
家
、
君
王

必
進
師
以
辺
〈
36
〉
之
」
。
王
焉
還
軍
、
以
辺
〈
37
〉
之
。
奥
之
戦
〈
38
〉

於
丙
棠
、
大
敗
晉
師
焉
。
【
7
】

(106) 



鄭
の
子
家
喪
し
〈
39
〉
、
邊
人
束
た
り
て
告
ぐ
。
荘
王
大
夫
に

就
き
て
之
と
言
い
て
日
く
、
「
鄭
の
子
家
其
の
君
を
殺
す
〈
40
〉0

不
穀

g
は
日
々
〈
位
〉
以
て
大
夫
に
告
げ
ん
と
欲
す
る
も
、
邦
〈
43
〉

の
病
を
以
て
、
【

1
】
以
て
〈
44
〉
今
に
及
ぶ
。
天
楚
邦
を
厚
く
し

〈45
〉
、
諸
侯
の
正
た
ら
し
む
。
今
、
鄭
の
子
家
其
の
君
を
殺
す
も
、

将
に
其
の
寵
光
〈
46
〉
を
保
ち
、
以
て
没
し
て
地
に
入
ら
ん
と
す
〈
竹
〉

0

は

如
し
上
帝
鬼
【

2
】
紳
以
て
怒
を
為
さ
ば
〈
48
〉
、
吾
将
た
何
を
か

以
て
答
え
ん
や
。
邦
の
病
あ
り
と
雖
も
、
将
に
必
ず
師
を
為
さ
ん

と
す
」
と
。
乃
ち
師
を
起
し
、
鄭
を
園
む
こ
と
三
月
。

鄭
人
其
の
故
を
請
う
。
王
之
に
答
え
し
め
て
日
く
、
「
鄭
の
子

家
【

3
】
天
下
の
證
を
顛
覆
し
て
、
鬼
紳
の
不
詳
を
畏
れ
ず
、
其

の
君
を
栽
賊
〈
49
〉
す
。
余
将
に
必
ず
子
家
を
し
て
成
名
〈
50
〉
を
以

て
上
に
立
た
し
む
る
こ
と
母
く
、
下
に
滅
【

4
】
光
〈
51
〉
せ
し
め

ち

ん
」
と
。
鄭
人
命
じ
て
子
良
を
も
っ
て
質
と
為
し
、
命
じ
て
子
家

ぁ

を
し
て
梨
木
三
寸
、
疏
索
以
て
紘
し
〈
52
〉
、
敢
え
て
門
に
丁
た
り

て
出
だ
す
な
く
、
之
を
城
基
〈
53
〉
に
掩
わ
し
む
。
【
5
】
王
之
を
許

す。
師
未
だ
還
ら
ざ
る
に
、
晉
人
渉
り
〈
54
〉
て
将
に
鄭
を
救
わ
ん
と

し
、
王
将
に
還
ら
ん
と
す
。
大
夫
皆
な
進
み
命
〉
て
日
く
、
「
君

王
の
此
の
師
を
起
こ
す
は
、
子
家
の
故
を
以
て
す
。
今
晉
【

6
】

人
将
に
子
家
を
救
わ
ん
と
す
る
に
、
君
王
必
ず
師
を
進
め
て
以
て

之
に
辺
る
べ
し
」
と
。
王
焉
ち
〈
色
軍
を
還
し
、
以
て
之
に
辺
る
。

現
代
語
訳

鄭
の
子
家
が
亡
く
な
り
、
辺
境
の
役
人
が
こ
れ
を
荘
王
に
報
告

し
た
。
荘
王
は
大
夫
と
供
に
語
り
「
鄭
の
子
家
は
そ
の
君
主
を
試

殺
し
た
。
私
は
常
々
大
夫
に
告
げ
よ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
楚
国

は
疲
弊
し
て
お
り
今
に
至
っ
て
し
ま
っ
た
。
天
は
楚
邦
を
厚
遇
し
、

諸
侯
の
長
と
し
た
。
今
、
鄭
の
子
家
は
そ
の
君
主
を
試
殺
し
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
栄
誉
を
保
っ
た
ま
ま
で
亡
く
な
り
、
丁
重
に
埋
葬

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
も
し
、
上
帝
や
鬼
神
が
お
怒
り
に
な
っ

た
な
ら
ば
、
私
は
な
ん
と
お
答
え
し
よ
う
か
。
国
が
疲
弊
し
て
い

る
と
言
っ
て
も
、
必
ず
軍
隊
を
起
す
べ
き
だ
」
と
言
っ
た
。
そ
こ

で
軍
隊
を
起
し
、
鄭
を
包
囲
す
る
こ
と
が
三
ヶ
月
に
及
ん
だ
。

鄭
人
は
〔
鄭
を
攻
撃
し
た
〕
理
由
を
〔
荘
王
に
〕
尋
ね
た
。
王

は
「
鄭
の
子
家
は
天
下
の
礼
を
顛
覆
し
、
鬼
神
の
災
い
を
恐
れ
ず

に
そ
の
君
主
を
試
殺
し
た
。
私
は
必
ず
子
家
が
名
を
成
し
て
優
遇

さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
さ
せ
、
下
に
引
き
ず
り
下
ろ
そ
う
」

と
答
え
た
。
鄭
人
は
命
じ
て
子
良
を
人
質
と
し
て
差
し
出
し
、
命

じ
て
子
家
の
葬
儀
は
梨
製
三
寸
の
棺
に
粗
縄
で
括
る
と
い
う
粗
末

な
形
に
し
て
門
か
ら
外
へ
は
出
さ
な
い
よ
う
に
し
、
そ
の
棺
は
城

壁
の
ほ
と
り
に
簡
単
に
土
を
被
せ
て
さ
ら
し
て
お
い
た
。
〔
そ
こ
で
〕

は
鄭
を
許
し
た
。

之
と
両
棠
〈
57
〉
に
戦
い
、
大
い
に
晉
師
を
敗
る

。
【
7】
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楚
の
軍
隊
が
ま
だ
引
き
上
げ
な
い
う
ち
に
、
晋
〔
の
軍
〕
が
〔
黄

河
を
〕
渡
っ
て
鄭
を
救
お
う
と
し
、
〔
こ
の
時
〕
荘
王
は
ち
ょ
う
ど

引
き
上
げ
よ
う
と
し
て
い
た
。
大
夫
が
み
な
進
み
で
て
「
君
王
が

こ
の
軍
を
出
動
さ
せ
た
の
は
、
子
家
の
事
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

今
、
晋
の
人
は
ま
さ
に
子
家
を
救
お
う
と
し
て
お
り
、
君
王
は
必

ず
進
軍
し
、
そ
う
し
て
こ
れ
に
よ
り
、
迎
え
撃
つ
べ
き
で
す
。
」

と
言
っ
た
。
荘
王
は
そ
こ
で
軍
を
引
き
返
し
、
晋
を
迎
え
撃
っ
た
。

〔
楚
は
〕
晋
と
両
棠
に
戦
い
、
晋
軍
に
大
勝
し
た
。

語
注

〈

1
〉
じ
だ
に
つ
い
て
、
整
理
者
（
原
釈
文
者
、
陳
傾
芥
氏
）
．

p

は
「
喪
」
字
に
作
り
、
整
理
者
は
葬
式
の
意
と
し
、

P
は
「
武

王
既
喪
、
管
叔
及
其
群
弟
乃
流
言
干
国
。
」
孔
伝
「
武
王
死
。
」

（
『
書
経
』
金
朦
）
を
挙
げ
て
、
死
の
意
に
解
す
る
。

F
は
「
茫

（
亡
）
」
字
に
作
り
、
死
の
意
と
す
る
が
、

P
は
こ
の
字
が
上

博
楚
簡
三
『
周
易
』
第
三
二
節
の
「
喪
」
字
と
同
字
で
あ
り
、

喪
に
は
死
の
意
が
含
ま
れ
る
た
め
、
特
に

F
の
よ
う
に
「
サ
亡

（
亡
）
」
字
と
す
る
必
要
は
な
い
と
述
べ
る
。

こ
こ
で
、
楚
簡
に
見
え
る
「
喪
」
字
と
「
亡
」
字
に
つ
い
て
、

上
博
楚
筋
を
中
心
に
確
認
す
る
と
、
左
表
の
よ
う
に
な
る
（
な

お
、
表
中
の
「
上
」
は
「
上
博
楚
筋
」
、
「
郭
店
」
は

「郭
店

楚
簡
」
を
表
す
）
。

字
形
か
ら
言
え
ば
、
じ
ご
は
「
喪
」
字
よ
り
「
茫
（
亡
）
」
字

に
近
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

〈58
〉
。
ま
た
P
の
指
摘
す
る
通
り
、

「
喪
」
に
は
死
亡
の
意
が
あ
り
、
左
表
の
「
上
『
周
易
』

32
」

の
文
字
が
現
行
本
『
周
易
』
で
は
「
喪
」
字
に
な
っ
て
い
る
も

の
の
、
表
中
の
「
上
『
周
易
』

38
」
の
文
字
は
現
行
本
『
周
易
』

で
は
「
亡
」
字
と
さ
れ
て
お
り
、

B
iを
「
喪
」
字
と
読
む
根

拠
に
は
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
郭
店
楚
簡
の
「
喪
」
字
で
あ
る
「
森
⑫
」

の
中
心
部
を
除
い
た
字
形
が
i

ピ
と
近

V
〈59
〉、
こ
れ
が
「
喪
」

字
で
あ
っ
た
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
上

博
楚
簡
に
お
い
て
「
喪
」
と
「
亡
」
の
両
字
は
非
常
に
似
通
っ

た
字
形
で
表
さ
れ
、
通
用
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
指

摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

〈

2
〉
畠
に
つ

い
て
、

整
理
者
は
「
郎
」
に
作
り
、
春
秋
時
代
の

息
国
（
国
名
）
と
見
な
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

A
.
c
.

p
.
F
は
そ
の
字
形
か
ら
「
邊
」
字
に
作
り
、
「
邊
人
」
で
辺

境
に
駐
屯
し
防
備
す
る
役
人
・
兵
士
の
意
と
す
る
。
同
様
の
例

が
『
国
語
』
魯
語
上
に
「
晋
人
殺
属
公
、
辺
人
以
告
。
」
と
あ

り
、
そ
の
尊
昭
注
に
「
辺
人
、
脳
場
之
司
」
と
あ
る
。

な
お
、
息
国
は
荘
公
十
四
年
（
前
六
八

O
)
に
す
で
に
楚
に

滅
ぽ
さ
れ
て
い
る
。
文
脈

•

内
容
か
ら
も
、
こ
こ
で
は

A
.
C
.

p
.
F
の
見
解
に
従
う
。
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喪

信
陽
楚
筋

23 迄
上
『
悠
邦
大
旱
』

6

亡
一
生
亡
二
'

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

●

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

ヽヽ

9

9

9

9

●

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

ヽ
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

ヽ
9

9

9

T

9

9

9

9

9

9

~ 
郭
店
『
語
骰
一
』

98

霧
上
『
鄭
子
家
喪
』

1

新
察
枯
陵
楚
墓
3
6
4

匙
上

『
子
羊~』
1

,~ 郭
店
『
語
数
一
二
』
3
5

誠
上
『
弟
子
問
』

4

ー蒻

【
楚
簡
に
見
え
る
「
喪
」
字
と
「
亡
」
字
】

~ 
上
『
曹
沫
之
陳
』
9

郭
店
『
細
衣
』

9

lb? 
上
『
弟
子
問
』

7

悔
郭
店
『
語
叢
四
』

3

~ 
上

『
姑
成
家
父
』

1

~ 
上
『
周
易
』

44

診

郭
店
『
語
叢
四
』
7

む
上
『
民
之
父
母
』
1
3

:8.-.: 

上
『
周
易
』

53

厖
上
『
周
易
』

32

：迄
九
店
楚
筋
五
六

•
4
6

注
上
『
昭
王
毀
室
』

3 “ 
上
『
周
易
』

38
也
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〈
3
〉
「
就
」
に
つ
い
て
、

A
.
P
は
使
役
用
法
で
、
大
夫
に
進
み

来
さ
せ
る
意
と
す
る
。

Q
は、

「就
」
に
は
二
つ
の
用
法
（
一

つ
は
使
役
用
法
で
大
夫
を
呼
び
寄
せ
て
会
っ
た
と
い
う
も
の
、

も
う
―
つ
は
、
王
自
ら
出
向
い
た
と
い
う
も
の
）
が
あ
る
が
、

上
博
楚
簡
六
『
平
王
問
鄭
寿
』
に
「
競
平
王
就
鄭
壽
、
猷
之
於

后
廟
」
（
第
一
簡
）
と
、
こ
こ
と
同
様
の
用
例
が
見
ら
れ
る
た

め
、
王
が
自
ら
出
向
い
た
と
い
う
意
に
解
す
る
。

j
も
こ
れ
に

従
う
。

a
は
「
就
」
が
『
平
王
問
鄭
寿
』
の
よ
う
に
、
王
自
ら

の
訪
問
を
表
す
場
合
に
は
、
そ
の
目
的
語
に
特
定
の
人
物
が
置

か
れ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
『
鄭
子
家
喪
』
に
お
い
て
は
目
的

語
に
「
大
夫
」
が
き
て
お
り
、
王
が
一
個
人
へ
意
見
を
請
う
場

合
に
出
向
く
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
多
く
の
大
夫
達
の
元
へ
自
ら

出
向
い
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
よ
っ
て
、
こ
こ
で
の
「
就
」
は

古
代
に
多
用
さ
れ
た
「
即
」
の
意
、
す
な
わ
ち
「
趨
近
」
「
郷

近
」
（
近
く
に
寄
る
）
と
取
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
続

け
て

a
は
、
一
般
的
に
、
自
動
詞
・
状
態
動
詞
は
使
役
動
詞
に

転
化
し
や
す
く
、
他
動
詞
は
転
化
し
に
く
い
。
先
秦
に
お
い
て
、

「即」

「就」

は
必
ず
場
所
を
目
的
語
に
持
つ
他
動
詞
を
伴
っ

て
お
り
、
使
役
用
法
に
は
な
り
え
な
い
。
現
存
す
る
先
秦
の
文

献
中
に
も
「
就
」
を
使
役
用
法
と
し
て
用
い
る
例
は
な
い
と
述

べ
る
。

b
は
、
王
が
臣
下
を
尋
ね
る
場
合
、
そ
の
臣
下
は
往
々

に
し
て
特
殊
な
地
位
•
高
齢
•
名
声
を
持
つ
な
ど
の
背
景
が
あ

る
は
ず
で
あ
る
と
a
同
様
の
見
解
を
示
す
。
し
か
し
a
の
「
趨

近
」
「
綿
近
」
は
結
局
「
造
訪
」
と
根
本
的
に
は
変
わ
ら
ず
、

こ
こ
で
は
「
粛
」
「
宿
」
「
速
」
の
意
、
つ
ま
り
王
が
恭
し
く

招
待
す
る
と
い
う
意
で
あ
る
と
す
る
。

K
は
音
通
な
ど
の
関
係

か
ら
、
「
就
」
を
「
召
」
と
す
る
。

上
博
楚
筋
六
『
平
王
問
鄭
寿
』
に
お
け
る
「
就
」
の
使
用
法

が
、
必
ず
し
も
P
の
指
摘
す
る
よ
う
に
王
が
直
接
臣
下
の
元
へ

出
向
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
ま
た
、
a
.
b

の
述
べ
る
よ
う
に
王
が
臣
下
の
元
へ
出
向
く
際
に
は
、
必
ず
特

定
の
人
物
の
元
へ
訪
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
王
が
群
臣
の

元
へ
出
向
い
て
話
を
し
た
と
解
釈
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
大
夫

と
供
に
（
大
夫
を
従
え
て
）
会
談
が
も
た
れ
た
と
い
う
意
に
解

す
る
。

〈4〉

浚

（
夫
＿
＿
）
の
字
の
「
＝
」
は
合
文
記
号
で
あ
り
、
「
大

夫
」
と
釈
読
す
る
。

〈
5
〉
悶
名
に
つ
い
て
は
、
語
注
〈
4
〉
に
同
じ
。

〈
6
〉
嚢
玉
に
つ
い
て
、
整
理
者
・
A
.
c
.
p
.
F
•
Y

は
「
柄
」

字
に
作
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て

A
.
P
は
、
上
博
楚
簡
に
お
い

て
「
病
」
字
は
全
て
つ
く
り
の
部
分
を
「
方
」
の
字
と
し
て
お

り
（
「
拐
」
啄
（
上
博
楚
簡
四
『
束
大
王
泊
旱
』
第
二
筋
―
―

字
目
）
疹
（
上
博
楚
簡
四
『
束
大
王
泊
旱
』
第
二
筋
ニ
―
字

目
）
（
上
博
楚
筋
四
『
束
大
王
泊
旱
』
第
五
簡
）
炒
（
上

物
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博
楚
簡
四
『
束
大
王
泊
旱
』
第
八
簡
）
~
（
上
博
楚
簡
四
『
束

大
王
泊
旱
』
第
二
二
簡
）
、
「
想
」
院
9

（
上
博
楚
簡
五
『
三
徳
』

第
一
三
簡
）
）
、
「
柄
」
字
（
「
恩
（
柄
）
」

含
ヤ
（
上
博
楚
簡
二

『
従
政
』
（
甲
本
）
第
八
筋
）
）
も
「
病
」
字
の
一
種
で
あ
り
別

の
写
法
で
あ
ろ
う
と
述
べ
る
。
ま
た
、
V
は

「
悟
」
字
に
作
る
。

A
.
F
.
p
.
V
は
意
を
「
病
」
と
す
る
。
整
理
者
は
、
『
説

文
解
字
』
の
「
柄
、
憂
也
。
凡
心
、
丙
声
。
」
（
心
部
）
を
引

き
、
「
柄
」
字
を
「
憂
」
の
意
と
す
る
。
C
も
こ
れ
に
従
う
。

I
•
Q

は
「
庖
」
字
に
作
る
。
た
だ
し
、
Q

は
上
博
楚
簡
二
『
従

政
』
（
甲
本
）
第
八
簡
「
肘
7

（
惜
）
則
亡
親
」
の
「
弱
｀
」
字

を
「
猛
」
の
意
と
し
、
こ
の
字
と
嚢
玉
の
字
形
が
似
て
い
る
こ

と
か
ら
、
匿
玉
を
「
猛
」
の
字
母
「
針
｀
」
（
栢
）
の
訛
語
で
あ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
す
る
〈
60
〉°
ー
は
「
庖
」
字
に
作

り
、
「
厄
」
の
声
部
「
疾
」
と
「
訥
」
と
が
音
通
関
係
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
「
訊
」

「
禍
乱
」
の
意
と
す
る
。
V
は
、
「
厄
」
字

に
つ
い
て
、
古
代
文
書
に
は
見
え
ず
、
ま
た
「
応
」
を
「
訥
」

と
す
る
例
は
な
い
た
め
、
「
庖
」
字
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
述
べ
る
。
さ
ら
に
、
古
代
文
字
の
中
の
「
大
」
（
丙
字
中
の

「
大
」
）
と
「
矢
」
と
は
字
形
が
似
て
お
り
混
同
さ
れ
や
す
く
、

郭
店
楚
筋
の
『
老
子
』
（
甲
本
）
第
三
三
簡
の
「
猛
（
獣
）
」

字
の
「
大
」
が
ま
さ
に
「
矢
」
と
混
同
さ
れ
た
例
で
あ
る
と
し

て
、
鹿
玉
を
「
栢
」
に
作
る
。

字
形
の
上
で
は
、

I

•
Q

の
主
張
す
る
「
厄
」
字
が
最
も
近

い
が
、
V
の
述
べ
る
よ
う
に
「
應
」
の
声
部
「
疾
」
と
「
謝
」

が
通
用
し
て
い
た
例
は
見
ら
れ
な
い
。
「
柄
」
字
（
「
恩
（
柄
）
」

愈
）
と
産
虻
と
を
比
較
す
る
と
確
か
に
鹿
正
の
中
心
部
の
画
数

が
一
画
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
第
五
簡
中
に
あ
る
「
命
」

の
字
に
は
下
に

一
本
線
が
入
っ
て
お
り
、
今
ま
で
上
博
楚
簡
に

お
い
て
見
ら
れ
な
か
っ
た
字
形
が
使
用
さ
れ
て
い
る
（
語

注
〈

26
〉
を
参
照
）
。
こ
こ
も
そ
の
よ
う
な
例
と
し
て
「
栢
」

字
の
異
体
と
捉
え
、

「病
」
の
意
に
解
す
る
。

な
お
、
楚
文
字
に
お
い
て
は
、
「
心
」
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

同
じ
文
字
を
表
す
場
合
が
多
い
。
例
え
ば
語
注
〈
7
〉
の
ど

a

（愁

II
及
）
の
よ
う
な
文
字
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
心
」

の
位
置
を
移
動
さ
せ
「
立
心
偏
」
と
し
て
捉
え
る
使
用
例
も
多

く
見
え
る
。

〈
7
〉
石
ぷ
{
(
愁
）
に
つ
い
て
、
整
理
者

・
A
は
「
急
」
字
に
作

る。

C

.
F
.
p
.
j
は
「
及
」
字
に
作
る
。
整
理
者
は
「
疾
」

の
意
と
し
、

C

.
F
.
P
は
「
至
」
の
意
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、

字
形

・
意
味
の
上
か
ら
、

C

.
F
.
P
の
説
に
従
う
。

〈
8
〉
覧
に
つ
い
て
、
整
理
者
・

F

.
p
.
Y

.
j
は
「
而
」
字

に
作
る
。
L

•
Q
.
f
.
i

は
字
形
か
ら
「
天
」
字
に
作
る
。

「
天
」
字
は
、
楚
筋
に
お
い
て
、
該
当
箇
所
同
様
に
三

S
六

画
が
緩
や
か
に
内
側
に
入
る
も
の
（
沢

~）
と
、
「
ホ
い
」
（
上
博
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而 天

5
 

,
6

第
四
簡

ぷ
5

第
五
簡

楚
筋
四
『
曹
沫
之
陣
』
第
六
五
筋
）
の
よ
う
に
三

•
四
画
が
内

側
に
入
り
、
五
•
六
画
が
長
く
は
ら
わ
れ
る
「
而
」
と
類
似
し

た
形
の
も
の
と
が
あ
る
が
、
『
鄭
子
家
喪
』
（
甲
本
）
に
お
い

て
は
、
天
は
全
て
緩
や
か
に
内
側
に
入
る
形
で
記
さ
れ
（
「
森
i

」

（第
二
節
）
、
「
慄
こ

（
第
四
筋
）
）
、
「
而
」
は
外
側
に
向
け
て

は
ら
わ
れ
る
形
で
記
さ
れ
て
お
り
（
「
渭
2

」
（
第
一
簡
）
、
「
厨

i

」

（
第
五
簡
）
）
、
両
者
に
使
い
分
け
が
見
ら
れ
る
（
注
5
)
。
よ
っ
て
、

こ
こ
で
は
字
形
か
ら
「
天
」
と
釈
読
す
る
。
語
注
〈
45
〉
を
参

照。

〈
9
〉
虻
ェ
（
送
）
に
つ
い
て
、
整
理
者
・

F
.
p
.
Y
.
j
は
「
後
」

字
に
作
る

。

L
•
Q
.
f
.
i

は
音
通
関
係
か
ら
「
厚
」
字
に

第
一
簡

第
二
簡

（
欠
）
第
四
筋

作
る
。「

送
」
と
「
厚
」
が
音
通
す
る
と
い
う
用
例
は
、
現
時
点
で

は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、
上
博
楚
簡
二
『
容
成
氏
』
第
四

五
筋
に
お
い
て
「
該
」
と
「
厚
」
が
音
通
す
る
と
い
う
例
が
、

一
例
の
み
で
あ
る
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
上
博
楚
筋
二
『
従
政
』

（
甲
本
）
第
―
二
筋
の
「
識
」
は
人
偏
で
書
か
れ
て
お
り
（
黛

5
`

）、

言
偏
と
人
偏
が
通
用
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
よ
っ
て
、
こ

こ
で
は
L

•
Q
.
f
.
i

に
従
い
、
「
送
（
厚
）
」
と
釈
読
す

る
。
語
注
〈
45
〉
を
参
照
。

な
お
、
楚
文
字
に
お
い
て
、
「
足
（
し
ん
に
よ
う
）
」
と
「
行

人
偏
」
と
は
多
く
通
用
す
る
。

第
二
簡

，
 

甲

本

【
『
鄭
子
家
喪
』
に
見
え
る
「
天
」
字
と
「
而
」
字
】

乙

本

第
四
筋
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〈
10
〉
F
は
「
思
」
字
を
「
応
」
「
富
」
の
意
と
す
る
。

A
は
『
礼

記
』
に

「徽
若
思
」
と
あ
り
、
そ
の
孔
穎
達
疏
に
「
思
、
計
慮

也
。
」
（
曲
礼
上
）
と
あ
る
の
に
従
う
。
あ
る

い
は
「
司
」
と

読
み
、
職
掌
の
意
と
す
る
。

P
は
「
斯
」
字
に
作
り
、
「
是
」

と
同
義
と
す
る
。

楚
筋
で
は
多
く
「
思
」
は
「
使
」
（
使
役
）
と
し
て
用
い
ら

れ
る
。
こ
こ
で
は
文
脈
上
か
ら
も
「
使
」
に
解
す
る
。
語
注
〈
23
〉

〈
29
〉
を
参
照
。

〈
11
〉
「
正
」
字
を
整
理
者
は
善
（
親
善
）
の
意
と
す
る
。

F
は
主

宰
の
意
と
し
、

A
.
P
は
長
官
の
意
で
、
諸
侯
の
盟
主
を
担
当

す
る
こ
と
を
暗
示
す
る
と
い
う
。

C
は
『
墨
子
』
に
「
昔
者
文

公
出
走
而
正
天
下
」
と
あ
り
、
そ
の
王
念
孫
注
に
「
『
爾
雅
』

日
、
正
、
長
也
」
（
親
士
）
と
あ
る
の
を
引
い
て
、
君
•
長
の

意
と
す
る
。
こ
れ
に
従
う
。

〈
12
〉
屈
（
今
）
の
字
は
、
乙
本
に
は
見
ら
れ
な

い
。

〈
13
〉
も
じ
秒
（
柳
）
に
つ

い
て
、
整
理
者
は
「
塩
」
字
に
作
る
。

F
は
出
土
文
献
中
「
弊
」
字
(

r

菱
[
/
上
博
楚
筋
四
『
昭
王
与

卯
之
肺
』

・
第
二
筋
）
は
よ
く
「
恭
」
（
祢

／
長
沙
子
弾
庫
楚

吊
書
乙
篇

•

第
八
）
字
と
通
用
す
る
と
述
べ
、
「
恭
」
字
に
作

る
。
U
.
j
も
ま
た
「
恭
」
字
に
作
っ
て
い
る
。

A
.
p
.
T
.

zは
「
寵
」
字
（
会
フ
／
荊
門
包
山
二
号
墓
竹
筋
（
以
下
、
包

山
楚
筋
）
•

第
一
三
五
筋
）
に
作
る
。

こ
の
文
字
つ
い
て
は
、
次
の
巖
で
J

合
わ
せ
て
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
（
語
注
〈
14
〉〈
25
〉
を
参
照
。
）
字
形
か
ら
言
え
ば
、

整
理
者
や

F
の
い
う
文
字
が
よ
り
正
確
に
該
当
字
を
表
し
て
い

る
と
言
え
る
が
、
楚
筋
に
お
い
て
「
ウ
冠
」
は
省
略
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
次
の
文
字
と
の
繋
が
り
も
考
慮
し

て
「
寵
」
字
と
捉
え
る
。

〈
14
〉
墓
に
つ

い
て
、
整
理
者
は
「
慄
」
字
に
作
る
。

F
は
「
炎
」

と

「厳
」
と
は
音
が
非
常
に
近
く
、
通
用
す
る
と
し
て
「
厳
」

字
に
作
る
。

j
も
F
に
従
う
。

A
.
P
は
、
甲
本
の
文
字
が
包

山
二
号
墓
の
「
霊
光
」
の
光
（
旋
グ
／
第
二
七

O
筋

、

委

／

第
二
七
二
筋
）
字
と
近
似
す
る
た
め
、
字
形
か
ら

「光
」
字
に

作
る
。
Q
•
N

も
ま
た
「
光
」
字
に
作
る

。
こ

れ
に
対
し
て
、

T
.
u
は
「
炎
」
字
に
作
っ
て
い
る
。

A
.
P
の
指
摘
す
る
包
山
二
号
蔓
の
「
光
」
字
は
、
火
に
横

線
が
多
い
形
で
記
さ
れ
て
お
り
、
該
当
字
の
菌
6

と
全
く
同
じ

文
字
と
す
る
に
は
、
や
や
強
引
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し

か
し
楚
筋
中
、

「光」

字
は
横
線
の
入
る
も
の
（
条
{
/
包
山

楚
筋
•
第
二
七
二
筋
）
と
入
ら
な
い
も
の
（
姿
／
上
博
楚
簡
三

『
周
易
』
第
二
筒
）
の
二
通
り
が
見
ら
れ
る
が
、

「炎
」
字
に

つ
い
て
は
横
線
の
入
る
形
（
度
／
長
沙
子
弾
庫
楚
吊
書
甲
篇
）

し
か
使
用
さ
れ
て
い
な
い

〈bl
〉°

よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
字
形
か

ら
「
光
」
字
と
と
る
。
語
注
〈
25
〉
を
参
照
。
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〈
15
〉
古
入
に
つ
い
て
、
整
理
者
は
「
及
」
（
溢
n
／
上
博
楚
筋
七

『
鄭
子
家
喪
』
（
乙
本
）
第
二
筒
）
字
に
作
り
、

F
は
、
甲
本

を
「
嬰
（
没
）
」
字
に
、
乙
本
を
「
及
」
（
浜
＂
／
上
博
楚
簡
七

『
鄭
子
家
喪
』
（
乙
本
）
第
二
筋
）
字
に
作
る
。

P
は
、
該
当

字
が
甲
本
と
乙
本
と
で
異
な
る
が
、
も
し
甲
本
を
「
没
」
と
読

ん
だ
場
合
、
意
味
が
通
ら
な
い
た
め
、
『
白
虎
通
』
の
「
葬
之

為
言
下
蔵
之
也
。
所
以
入
地
何
。
人
生
干
陰
‘
含
陽
光
、
死
始

入
地
、
帰
所
与
也
。
」
（
崩
斃
）
を
引
い
て
、
乙
本
同
様
「
及
」

と
読
む
べ
き
と
す
る
。
ま
た
、
甲
本
の
「
嬰
」
字
は
「
及
」
字

の
異
体
で
あ
る
と
述
べ
る
。

Q
.
T
•
N

は
「
没
」
字
に
作
る
。

Q
は
該
当
字
に
つ
い
て
、
甲
本
と
乙
本
と
で
異
な
る
が
、

F
が

指
摘
す
る
と
お
り
、
「
愛
」
と
「
及
」
の
字
形
が
近
い
こ
と
か

ら
、
一
方
が
誤
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
し
、
甲
本
の
「
斐
（
没
）
」

字
が
正
し
く
、
そ
れ
に
従
う
べ
き
と
す
る
。
ま
た
、
「
没
」
の

意
味
は
『
白
虎
通
』
『
漢
書
』
（
王
嘉
伝
•
楊
王
孫
伝
）
『
説
苑
』

（
反
質
）
に
見
ら
れ
る
通
り
、
死
ぬ
こ
と
と
し
て
い
る
。

『
鄭
子
家
喪
』
甲
本
の
第
二
簡
中
に
あ
る
「
及
（
愁
）
」
（
酎

a)

字
は
、
乙
本
の
「
及
」
字
と
は
類
似
す
る
が
、
甲
本
の
該
当
文

字
と
は
似
て
い
な
い
。
F
.
P
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
字
形
か

ら
言
え
ば
、
甲
本
は
「
没
」
（
ス
／
上
博
楚
簡
五
『
鬼
神
之
明
』

第
二
簡
）
字
、
乙
本
は
「
及
」
字
で
あ
る
と
言
え
る
。

P
は
「
没
」

字
と
す
る
と
意
味
が
通
ら
な
い
と
述
べ
る
が
‘

Q
·
T
•
N

の

言
う
よ
う
に
「
死
」
の
意
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
特
に
問
題
は

な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
字
形
の
通
り
「
没
」
字
と
解
す
る
。

〈
16
〉
j
は
「
告
」
字
を
「
唯
J

と
隷
定
す
る
が
、
こ
こ
で
は
意

味
の
上
か
ら
「
雖
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

〈
17
〉

tの
字
に
つ
い
て
は
、
語
注
〈
6
〉
に
同
じ
。

〈
18
〉
在

に
つ
い
て
、
整
理
者
は
「
昏
」
字
に
作
り
、
「
問
」
の

意
と
す
る
。

A
.
D
.
p
.
j
は
、
乙
本
が
「
情
」
字
に
作
っ

て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
字
形
か
ら
甲
本
の
該
当
字
ど
感
を

「
青
」
字
と
釈
読
し
、
「
情
（
請
）
」
「
請
」
の
意
と
す
る
。
こ

こ
で
は
、
字
形
の
類
似
か
ら
「
請
」
字
と
す
る
。

〈
19
〉
j
は
「
命
」
字
を
「
告
」
と
解
す
る
。

H
に
つ
い
て
は
、

語
注
〈
26
〉
を
参
照
。

〈
20
〉

"
憑

（
慧
）
に
つ
い
て
、
整
理
者
・

A
.
P
は
「
栽
」
字

に
作
る
。

甲
本
の
文
字
は
潰
れ
て
鮮
明
で
は
な
い
が
、
乙
本
で
は

「社
他
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
参
考
に
で
き
る
。
こ
こ
で
は
整

理
者
・

A
.
P
に
従
い
「
栽
」
字
と
解
す
る
。

〈
21
〉
四
も
（
側
）
に
つ
い
て
、
整
理
者
は
「
折
」
字
に
作
る
。

A
.
D
.
P
は
「
賊
」
字
に
作
る
。

9
は
、
上
博
楚
簡
中
の
「
側

(HIJ
心
）
」
（

gi
／
上
博
楚
簡

五
『
鬼
神
之
明
』
第
二
簡
、

fil／
上
博
楚
筋
二
『
従
政
』
（
甲

本
）
第
一
五
筋
）
字
に
近
似
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
字
形
か
ら
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則」
'↑ 

「

「夷」

は
横
長
に
記
さ

「
側
」
字
と
隷
定
す
る
。

な
お
、
楚
文
字
に
お
い
て

で
、
「
賊
」
字
に
解
す
る
。

〈
22
〉
お
に
つ
い
て
、
整
理
者
は
検
討
を
待
っ
と
し
て
お
り
、

F
は
乙
本
の
「
我
」
（
抄
へ）
を
参
考
に
し
、
「
余
」
（
代
ゾ
／
上

博
楚
簡
二
『
容
成
氏
』
第
二
九
筋
、
魚
シ
／
上
博
楚
簡
四
『
昭

王
与
卯
之
胆
』
第
三
節
）
字
に
作
る
。

A
.
P
は
届
舟
がが
「
尿
」

（
袂
／
新
察
慈
陵
楚
墓
竹
簡
第
四
簡
、
-
罰
／
包
山
楚
簡
第
一

九
九
簡
）
字
を
表
し
て
お
り
、
秦
簡
中
の
楚
月
名
（
楚
に
特
有

の
月
名
）
に
お
い
て
こ
の
字
は
「
夷
」
字
に
作
っ
て
い
る
た
め
、

「
夷
」
字
と
解
す
る
。
ま
た
、

P
は
古
書
中
「
夷
」
と
「
余
」

が
通
用
す
る
例
が
あ
る
こ
と
や
、
彩
界

i

の
字
形
が
「
余
」
に
似

て
い
る
点
、
乙
本
の
「
我
」
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
点
か
ら

「
余
（
夷
）
」
字
に
隷
定
し
て
い
る
。

X
は
乙
本
を
参
考
に
甲

本
が
記
さ
れ
た
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
考
慮
す

れ
ば
、
こ
の
字
は
乙
本
同
様
「
我
」
字
と
す
べ
き
で
あ
る
と
す

る
。
ま
た
、
「
義
」
字
は
「
羊
」
と
「
我
」
と
に
わ
け
る
こ
と

が
で
き
、
包
山
楚
簡
や
上
博
楚
簡
六
『
天
子
建
州
』
の
「
義
」

（
幽
担
／
第
六
節
）
を
見
る
と
そ
の
（
下
部
の
）
形
が
『
鄭
子

家
喪
』
の
該
当
字
と
類
似
し
て
お
り
、
「
我
」
字
と
読
み
な
し

て
問
題
な
い
と
す
る
。

鉗
令
が
縦
長
で
あ
る
の
に
対
し
て
、 は

「
賊
」
と
通
用
す
る
の

れ
て
お
り
、
同
一
字
と
と
る
に
は
や
や
強
引
な
印
象
を
受
け
る
。

ま
た
、
「
義
」
字
中
の
「
我
」
と
該
当
文
字
と
は
字
形
が
似
て

い
る
が
、
や
は
り
線
の
交
わ
り
方
が
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
上

「我
J

字
単
独
で
考
え
た
場
合
、
全
く
異
な
る
字
形
で
あ
る
た

め
、
こ
こ
で
は
乙
本
の
「
我
」
字
を
参
考
に
し
つ
つ
も
「
余
」

字
と
し
て
解
釈
す
る
。

〈
23
〉
F
.
A
.
P
は
「
思
」
を
「
使
」
（
使
役
）
の
意
と
す
る
。

楚
簡
に
お
い
て
、
「
思
」
は
音
通
関
係
に
よ
り
「
使
」
の
意
で

多
用
さ
れ
る
。
語
注
〈
29
〉
を
参
照
。

〈
24
〉
癌
笞
に
つ

い
て
、
整
理
者
は
ェ
或
」
―
字
に
作
り
、
検
討
を

待
っ
と
し
て
お
り
、

B
は
字
形
か
ら
「
滅
」
（
汰
予
／
郭
店
楚

簡
『
唐
虞
之
道
』
第
二
八
簡
）
字
に
作
っ
て
い
る
。

S

・
N
も

ま
た
「
滅
」
字
に
作
る
。

乙
本
は
残
欠
し
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
甲
本
の
字
形
か
ら

B
.
s
・
N
に
従
い
、
「
滅
」
字
と
解
す
る
。

〈25
〉
毘
に
つ

い
て
、

整
理
者
は

「
鼎
」
（
莉
／
上
博
楚
簡

一
『
性

情
論
』
第
一
五
簡
）
字
に
作
り
、
検
肘
を
待
っ
と
し
て
い
る
。

B
は
字
形
か
ら
「
疫
（
復
）
」
（

g
／
上
博
楚
簡
三
『
周
易
』

第
三
二
筋
）
字
に
作
る
。

S
は
、
甲
本
第
二
簡
の
「
彿
炎
」
（
寵

光
）
の
「
炎
」
（
巖
[
)
字
と
該
当
字
が
似
て
お
り
、
「
炎
」
か

「
光
」
か
に
つ
い
て
は
第
二
筋
に
関
し
て
も
ま
だ
検
討
を
要
す

る
が
、
も
し
同
一
の
文
字
「
炎
」
字
だ
と
す
る
と
、
「
炎
」
は

(115) 



「
厳
」
と
音
通
関
係
に
あ
り
、
ま
た
こ
こ
は
文
意
か
ら
も
「
威

厳
」
の
「
厳
」
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
述
べ
る
。

N
は
、
光

に
は
「
食
か
／
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
（
甲
本
）
第
二
七
筋
」
・
「
象
＇

／
包
山
楚
簡
第
二

0
七
号
簡
」
の
よ
う
に
横
線
が
あ
る
も
の
と

な
い
も
の
の
二
種
類
の
筆
写
法
が
あ
り
、
字
形
の
上
で

「炎」

字
と
非
常
に
近
い
形
を
し
て

い
る
と
す
る
が
、
『
鄭
子
家
喪
』

甲
本
の
第
五
簡
に
あ
る
「
放
」

(Ttiい
）
字
を
見
る
限
り
、
こ

の
筆
写
者
の
「
炎
」
字
は
横
線
が
多
い
字
体
を
使
用
し
て
お
り
、

該
所
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
指
摘

す
る
。
そ
の
上
、
古
書
（
「
孝
恵
時
、
有
雨
血
、
日
食
於
沖
、

滅
光
星
見
之
異
。
」
『
漢
書
』
劉
向
伝
）
に
も
「
滅
光
J

の
用

例
が
み
ら
れ
、
こ
こ
を
「
光
」
と
と
る
と
「
滅
光
」
と
第
二
簡

の
「
寵
光
」
と
が
う
ま
く
対
応
す
る
た
め
、
こ
こ
で
は
「
光
」

に
作
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

整
理
者
が
「
鼎
」
と
言
い
、

B
が
「
覆
」
と
す
る
の
は
字
形

か
ら
考
え
て
困
難
で
あ
り
（
「
覆
」
は
第
四
筋
に
も
見
え
、
こ

こ
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
字
形
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
）
、

sゃ
z
の
よ
う
に
「
光
」
ま
た
は
「
炎
」
に
釈
読
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。光

・
炎
の
両
字
は
字
形
が
大
変
よ
く
似
て
お
り
、
通
用
し
て

い
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
語
注
〈
1
4
〉
に
も
述
べ
た
通
り
、
楚

筋
に
お
い
て
、
「
光
」
字
は
横
線
の
入
る
も
の
（
委
｛
／
包
山

楚
筋
•
第
二
七
二
筋
）
と
入
ら
な
い
も
の
（
送
／
上
博
楚
簡
三

『
周
易
』
第
二
筋
）
の
二
通
り
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
「
炎
」

字
に
つ
い
て
は
全
て
横
線
の
入
る
形
（
索
／
長
沙
子
弾
庫
楚

吊
書
甲
篇
）
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
語
注
〈
61
〉

を
参
照
）
。
N
の
指
摘
す
る
「
放
」
字
中
の
「
炎
」
字
に
も
考

慮
し
て
、
こ
こ
で
は
「
光
」
字
に
解
す
る
。

〈
26
〉
馴
に
つ
い
て

X
は、

乙
本
の
第
五
簡
中
に
あ
る
命
字
に
は

下
に
一
本
線
が
入
っ
て
お
り
（
ら
且

・
ら
い
）
、
乙
本
第
三
簡

に
は
入
っ
て
い
な
い
（
ら
刃
）
。
こ
れ
は
乙
本
を
作
成
す
る
の

に
使
っ
た
底
本
の
影
響
だ
ろ
う
と
述
べ
る
。
ま
た
、
甲
本
に
関

し
て
は
、
第
五
簡
に
「
命
」

字
が
二
つ
見
え
る
が
‘

―
つ
は
線

が
入
っ
て
お
ら
ず
（
酌

i
)

、
こ
ち
ら
は
筆
写
者
の
書
き
癖
に
よ

る
た
め
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
も
う
一
方
に
関
し
て
は
乙
本

同
様
の
線
が
見
ら
れ
（
引
i
)

、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
自
覚
せ
ず

に
乙
本
の
影
郷
舌
を
受
け
た
結
果
で
あ
ろ
う
と
述
べ
る
。

〈
27
〉
直
（
報
）
に
つ
い
て
、
整
理
者

・
F

.

j
は

「執
」
字

に
作
り
、
「
執
命
」
（
命
令
を
執
行
さ
せ
る
）
の
意
と
す
る
。

A
.
p
.
Q
は
「
質
」
字
に
作
り
、
「
人
質
」
の
意
と
す
る
。

ま
た
、

A
.
p
.
Q
は
い
ず
れ
も
『
左
伝
』
の
記
事
「
濯
廷
入

盟
、
子
良
出
質
」
（
宣
公
十
二
年
）
に
、
子
良
が
楚
に
人
質
と

な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
執
」
字
で
は
な
く
「
質
」

字
に
作
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

P
は
、
古
書
中
に
見
ら
れ
る
「
贄
」
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「
摯
」
の
字
に
は
、
「
質
」
字
と
通
用
す
る
例
が
あ
る
と
す
る
。

こ
こ
で
は
字
形
か
ら
「
執
」
字
と
隷
定
で
き
る
が
、
「
執
」

と
「
質
」
と
が
音
通
す
る
こ
と
、
ま
た
『
左
伝
』
の
子
良
の
記

事
を
参
考
に

「質
」
字
と
釈
読
す
る
。

〈
28
〉

良
i

に
つ
い
て
、

A
.
P
は

「命
」
を
鄭
人
の
楚
人
に
対
す

る
請
求
と
取
り
、
下
文
の
「
王
許
之
」
と
呼
応
し
て
い
る
と
述

べ
る
。
ま
た
、
楚
筋
中
に
お
い
て
「
使
」
と
い
う
意
の
「
思
」

と

「命
」
と
は
代
替
で
き
、
「
命
思
」
と
連
続
す
る
例
も
多
い

と
す
る
。
Q
は
、
古
書
に
お
い
て
「
命
」
は

「盟
」
と
通
用
す

る
た
め
、
該
当
箇
所
の

「命
」
は
「
盟
」
（
結
盟
）
の
意
で
あ

る
と
す
る
。
ま
た
、
『
左
伝
』
の
「
退
三
十
里
、
而
許
之
平
。

濯
廷
入
盟
、
子
良
出
質
」
（
宣
公
十
二
年
）
に
お
け
る
「
入
盟
」

「
出
質
」
は
、
『
鄭
子
家
喪
』
中
の
「
王
許
之
」
「
盟
」
「
為
質
」

と
対
応
し
て
い
る
と
述
べ
る
。
酌
E

の
字
形
に
関
し
て
は
語

注
〈
26
〉
を
参
照
。

こ
の
「
命
」
は
、
語
注
〈
26
〉
の
「
命
」
と
対
応
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
Q
の
よ
う
に
こ
の
箇
所
の
み
を
「
盟
」
と
捉

え
る
こ
と
に
は
疑
問
が
残
る
。
「
命
」
は
両
字
と
も
に
、
使
命

の
意
と
捉
え
る
。

〈
29
〉
佐
ぷ
に
つ
い
て
、

X
は
、
乙
本
に
お
い
て
「
思
」
字
は
「
と
」

（
図
•
第
二
筋
）
の
一
種
し
か
見
ら
れ
な
い
が
、
甲
本
に
は
二

種
の
書
き
方
（
「
也
」
（
図
•
第
二
簡
）
、
「
ゎ
竺
（
恩
•
第
五
簡
）
）

が
見
ら
れ
る
と
す
る
。
甲
本
（
第
五
筋
）
の
「
思
」
の
文
字
は

筆
写
者
が
自
己
の
理
解
に
よ
り
、
直
接

「心
」
を
付
し
た
形
で

記
し
た
の
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

な
お
、
楚
筋
に
お
い
て
、

「思
」
は
音
通
関
係
に
よ
り
「
使
」

の
意
で
多
用
さ
れ
る
。

〈
30
〉
駐
m
に
つ
い
て
、
整
理
者
は

「
利
」
（

9
／
上
博
楚
簡
二
『
容

成
氏
』
第
四
十
九
簡
）
字
に
作
り
、
意
は
検
討
を
待
っ
と
す
る
。

A
.
p
.
F
は
「
梨
」
字
に
作
る
〈
62〉

°

P
は
「
梨
」
に
つ
い

て
、
『
管
子
』
に

「是
故
博
帯
梨
、
大
袂
列
、
文
銹
染
、
刻
鍍

削
、
離
琢
采
」
（
五
輔
）
と
あ
り
、
そ
の
手
知
章
注
に
「
梨
、

割
也
。
」
と
あ
る
こ
と
を
引
き
、
無
理
に
引
き
裂
く
意
が
あ
る

と
指
摘
す
る
。
Q
は
音
通
関
係
か
ら
「
利
」
字
ま
た
は
「
離
」

字
に
作
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
語
注
〈
31
〉
を
参
照
。

〈
31
〉
麿
（
株
）
に
つ
い
て
、
整
理
者
は
検
討
を
待
っ
と

し
て

お
り
、

A
.
E
.
p
.
Q
•
F

は
「
寸
」
字
に
作
る
。
F

は
、

『
墨
子
』
の
「
桐
棺
三
寸
」
、
「
慈
以
鍼
之
」
（
節
葬
）
や
『
左

伝
』
の
「
桐
棺
三
寸
、
不
設
属
辟
、
下
郷
之
罰
也
」
（
哀
公
二

年
）
を
引
い
て
説
明
す
る
。

A
.
P
は
「
株
」
字
が
「
斉
」
に

従
い
、
「
旨
」
に
従
う
と
い
う
こ
と
で
、
字
形
の
類
似
か
ら
「
尊
」

（
負
／
郭
店
楚
簡
『
唐
虞
之
道
』
第
七
簡
）
字
と
何
ら
か
の

関
連
が
あ
る
だ
ろ
う
と
述
べ
る
。
Q
は

F
の
「
梨
木
三
寸
」
説

を
出
し
な
が
ら
、
古
書
中
に
「
利
」
と
「
離
」
が
よ
く
通
用
す
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る
こ
と
か
ら

A
.
P
の
「
梨
1
1
割
」
説
も
注
目
に
値
す
る
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
該
当
箇
所
は
『
左
伝
』
の
「
鄭
子
家
卒
。
鄭

人
討
幽
公
之
乱
、
斬
子
家
之
棺
‘
而
逐
其
族
。
」
（
宣
公
十
年
）

の
記
事
と
関
連
が
あ
る
と
す
る
。
E
は
、
甲
本
の
「
株
」
に
つ

い
て
は
「
脊
」
に
従
い
、
「
輿
」
に
従
い
、
「
口

」
に
従
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
乙
本

('i
ず
）
は

A
.
P
の
説
に

同
じ
く
、
「
弁
」
に
従
い
、
「
旨
」
に
従
う
。
も
し
、
厳
密
に

隷
定
す
る
の
な
ら
、
甲
本
の
字
は
「
株
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う

と
し
、

A
.
P
の
「
寸
」
と
す
る
説
を
肯
定
し
て
い
る
。

〈
32
〉
慧
に
つ
い
て
、
整
理
者
は
「
供
」
（
適
／
古
璽
彙
編
五
四

八
三
）
字
に
作
る
。
O
は
「
生
」
字
に
作
る
。
P
.
F
は
「
紘
」

字
に
作
る
。

憤
字
の
下
部
は
、
字
形
か
ら
「
人
偏
（
恨
（
伊
）
／
上
博

楚
簡
二
『
子
羊
~
』
第
一
―
筋
）
」
や
「
手
偏
（
井
（
秤
）
／
上

博
楚
筋
三

『
影
祖
』
第
八
筋
）
」
で
は
な
く
、
「
糸
偏
（
菌
"
‘

（
経
）
／
上
博
楚
筋
五
『
飽
叔
牙
与
阻
朋
之
諌
』
第
三
簡
）
」

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
よ
っ
て
「
恭
」

(II
絣
）
字
と
隷
定

で
き
、
音
通
か
ら
「
紘
」
字
に
解
す
る
。
語
注
〈
52
〉
を
参
照
。

〈
33
〉
門
に
つ
い
て
、
整
理
者
は
「
私
（
ム
）
」
（
っ
／
上
博
楚
簡

-
『
細
衣
』
第
ニ―

簡
）
字
に
作
り
、
直
後
の
「
門
」
字
と
合

わ
せ
、
「
私
門
」
「
家
門
」
の
意
と
す
る
。

P
は
考
え
を
待
っ

と
し
て
お
り
、

D

は
該
当
の
文
字
が
楚
文
字
の
「
犯
」
（
~
（
範
）

／
上
博
楚
簡
二
『
従
政
』
（
乙
本
）
第
三
簡
）
字
の
つ
く
り
と

類
似
す
る
と
し
て
「
犯
」
に
作
り
、
禁
令
を
犯
し
、
無
理
に
城

門
を
開
こ
う
と
す
る
意
と
解
し
て
い
る
。
K
は
「
夕
」
（
グ
／

上
博
楚
筋
五
『
姑
成
家
父
』
第
一
筋
）
字
に
作
り
、
門
を
踏
ん

で
出
て
行
く
こ
と
を
禁
ず
る
意
と
す
る

。

ま
た
、

F
•
H
•
Q

は
「
丁
」
（
▼
．／
包
山
楚
筋
第
八
二
間
）
字
に
作
る
。
意
味
に

つ
い
て
は
、

H
は
「
丁
」
と
「
正
」
と
が
音
通
関
係
に
あ
る
た

め
「
丁
門
」
は
「
正
門
」
（
表
門
）
を
表
す
と
す
る
。
ま
た
、

F
•
Q

は
「
丁
、
当
也

。

」
（
『
爾
雅
』
繹
詰
）
を
引
き
、
「
丁
」

に
は
も
と
も
と
「
当
」
の
意
が
含
ま
れ
て
お
り
、
「
丁
門
」
を

「
当
門
」
の
意
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に

U
は
、
門
は
棺
を
安
置

す
る
屋
舎
を
指
し
、
子
家
が
死
後
、
宗
廟
に
入
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
す
る
。
X
は
該
当
文
字
に
つ

い
て
、
甲
本
（
屈
）
乙
本

(49
い）
で
字
形
が
異
な
る
が
、
比

較
す
る
と
楚
簡
中
に
見
え
る
「
丁
」
字
は
総
じ
て
甲
本
の
字
形

に
よ
り
近
く
、
乙
本
は
全
体
的
に
誤
写
が
多
い
た
め
、
こ
れ
も

ま
た
一
種
の
誤
写
、
も
し
く
は
変
形
し
た
写
法
の
可
能
性
を
指

摘
す
る
。

こ
こ
で
は
、
子
家
を
丁
重
に
扱
わ
ず
、
門
か
ら
外
へ
出
さ
な

か
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
、
字
形
か
ら
「
丁
」
字
に
釈

読
し
、
F
•
Q

の
よ
う
に
「
当
」
の
意
と
解
す
る

〈
34
〉
屈
い
に
つ
い
て
、
整
理
者
は
「
陥
」
（
陀
／
雲
夢
秦
筋
・
雑
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抄
三
五
）
字
に
作
る
。

F
.
p
.
u
は
「
掩
」
字
に
作
る
。

F
.

P
は
「
炎
」
と
「
奄
」
と
が
音
通
関
係
に
あ
る
と
す
る
。

U
は

『
左
伝
』
の
「
文
夫
人
飲
而
葬
之
部
城
之
下
」
（
倍
公
三
十
三

年
）
を
参
考
に
、
貴
族
の
墓
地
は
高
い
場
所
に
作
ら
れ
る
も
の

で
あ
り
、
こ
こ
で
は
城
埴
の
土
台
を
越
え
な
い
高
さ
に
葬
る
こ

と
を
述
べ
て
い
る
と
す
る
。

整
理
者
が
「
陥
」
字
に
作
る
根
拠
は
不
明
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
F
.
p
.
u
に
従
い
「
掩
」
字
と
し
、
子
家
を
薄
葬
に
し
た

意
と
解
す
る
。

〈
35
〉
痣
ぷ
に
つ
い
て
は
、
語
注
〈
4
〉
に
同
じ
。

〈
36
〉
セ
に
つ
い
て
、
整
理
者
は

「
追
」
字
に
作
り
、
「
起
」
の

意
と
す
る
。

A
.
p
.
D
.
F
.
M
.
N
.
R
は
「
辺
（
初
）
」

字
に
作
る
。

A
は
「
辺
」
の
意
を
「
因
」
「
従
」
と
す
る
。

P

は
「
初
」
に
は
多
様
な
訓
釈
が
あ
り
、
後
人
に
は
明
確
な
理
解

は
難
し
い
と
し
な
が
ら
も
、
「
鋪
敦
淮
潰
、
初
執
醜
虜
。
」
毛

伝
「
例
、
就
也
。
」
孔
穎
達
疏
「
『
繹
詰
』
云
、
「
初
、
因
也
。
」

因
是
就
之
義
也
。
」
（
『
詩
経
』
大
雅
•
常
武
）
を
引
き
、
「
往

就
」
、
「
趨
赴
」
（
参
上
す
る
）
の
意
で
は
な
い
か
と
す
る
。

D

は
何
琳
儀
が
「
新
察
慈
陵
楚
簡
の
「
先
之
以
一
璧
、
辺
而
帰
之
」

に
つ
い
て
、
「
辺
」
字
は
「
往
」
、
或
い
は
「
及
」
と
訓
ず
べ
き

で
、
『
説
文
』
に
お
け
る
「
廼
」
の
異
文
で
あ
る
」
と
す
る
説

や
、
陳
斯
鵬
が
上
博
楚
簡
『
束
大
王
泊
旱
』
の
「
辺
」
の
字
に

つ
い
て
「
諸
家
は
「
起
」
と
釈
し
て
い
る
が
、
そ
の
字
形
を
考

慮
す
れ
ば
「
辺
」
の
字
で
あ
る
。
そ
の
意
味
は
考
え
を
待
た
ね

ば
な
ら
な
い
が
、
当
然
、
「
起
」
字
の
誤
写
の
可
能
性
も
あ
る
」

と
指
摘
す
る
説
を
引
く
。

F
は
「
辺
」
字
を
「
應
（
打
撃
・
迎

撃
）
」
の
意
と
解
す
る
。

M
.
N
も
F
と
同
様
に
、
「
辺
」
（
日

紐
部
）
と
「
應
」
（
影
紐
部
）
は
音
韻
上
近
い
も
の
で
あ
り
、

「
辺
」
は
「
應
（
打
撃
・
迎
撃
）
」
の
意
と
と
る
べ
き
で
あ
る

と
す
る
。

R
は、

F
が
「
辺
」
を
「
迎
撃
」
の
意
と
す
る
の
は

大
変
正
確
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
「
應
」
「
贋
」
と
も
に
「
撃
」

の
意
を
表
す
の
で
あ
り
、
「
迎
」
と
い
う
意
と
は
合
わ
な
い
。

「
辺
」
は
日
母
蒸
部
、
「
迎
」
は
疑
母
陽
部
で
あ
り
、
声
母
か

ら
言
え
ば
、
饒
饒
葵
な
ど
の
日
母
宵
部
の
語
は
、
そ
の
声
妾
が

疑
母
宵
部
の
「
尭
」
に
属
し
て
い
る
。
ま
た
、
韻
母
「
蒸
部
」

と
「
陽
部
」
も
互
い
に
通
用
す
る
た
め
、
「
辺
」
自
体
を
直
接

「
迎
」
と
読
む
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。

語
注
〈
9
〉
で
記
し
た
通
り
、
楚
筒
に
お
い
て
「
足
（
し
ん

に
よ
う
）
」
と
「
人
偏
」
と
は
通
用
す
る
た
め
、
「
辺
」
も
「
例
」

も
同
一
の
文
字
を
表
し
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
こ
で
は
、

E
5

は
「
辺
」
字
と
し
て
事
態
に
対
応
す
る
意
、
つ
ま
り
晋
軍
に
応

じ
て
迎
撃
す
る
意
と
す
る
。

〈
37
〉
程
に
つ

い
て
は
、
語
注

〈
36
〉
に
同
じ
。

〈
38
〉
駐
に
つ
い
て
、
整
理
者
は
「
敷
」
字
に
作
り
、
「
戦
」
に
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同
じ
と
す
る
。
こ
れ
に
従
う
。

〈

39
〉
篇
題
と
な
っ
て
い
る
「
鄭
子
家
喪
」
は
、
冒
頭
の
四
字
を

取
っ
た
仮
称
で
あ
る
。
こ
の
内
容
は
『
左
伝
』
宣
公
十
年
（
前

五
九
九
）
の
「
鄭
子
家
卒
」
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〈

40
〉
『
左
伝
』
宣
公
四
年
に
、
鄭
の
子
公
と
子
家
が
君
主
霊
公
を

試
殺
し
た
記
事
が
見
え
る
。

〈

4
1
〉
不
穀
と
は
、
自
ら
を
謙
遜
し
て
い
う
言
莱
。
穀
に
は
善
の

意
が
あ
り
（
「
三
年
学
、
不
至
於
穀
、
不
易
得
也
。
」
（
『
論
語
』

泰
伯
篇
）
）
、
不
穀
と
は
不
善
を
意
味
す
る
。
『
左
伝
』
僣
公
四

年
に
「
斉
侯
日
、
『
登
不
穀
是
為
。
』
」
と
あ
り
、
そ
の
杜
預
注
に

「
孤
•
寡
・
不
穀
、
諸
侯
謙
称
。
」
と
あ
る
。

〈

42
〉
A
.
F
は
「
往
日
」
（
昔
日
）
の
意
と
す
る
。
こ
の
用
例
と

し
て
は
、
『
左
伝
』
に
「
日
衛
不
睦
、
故
取
其
地
。
」
（
文
公
七

年
）
と
あ
り
、
そ
の
杜
預
注
に
「
日
、
往
日
。
」
と
あ
る
。
ま

た
『
国
語
』
に
「
日
、
君
以
耀
姫
為
夫
人
、
民
之
疾
心
固
皆
至

突
」
（
晋
語
一
）
と
あ
り
、
そ
の
葬
昭
注
に
「
日
、
昔
日
也
」

と
い
う
例
が
あ
る
。

A
は
、
荘
王
と
大
夫
と
が
、
子
家
の
乱
か

ら
一
定
期
間
経
過
し
た
後
に
語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
語
が

あ
る
と
す
る
。

P
は
、
「
日
」
は
毎
日
の
意
と
し
、
『
易
』
に

「
剛
健
篤
実
輝
光
、
日
新
其
徳
。
」
（
大
畜
）
と
あ
り
、
そ
の

孔
穎
達
疏
に
「
故
能
輝
耀
光
栄
、
日
日
増
新
其
徳
」
と
あ
る
例

を
挙
げ
る
。
こ
こ
は
、
荘
王
が
子
家
の
君
主
試
殺
を
理
由
に
鄭

に
攻
め
入
ろ
う
と
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
の
で
、
日
頃
か
ら
そ

の
試
殺
事
件
を
気
に
か
け
て
い
た
と
い
う
解
釈
の
方
が
適
切
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
日
々
・
つ
ね
づ
ね
の
意
と
と
る
。

〈

43
〉
整
理
者
は
「
邦
」
が
鄭
を
指
す
と
し
、

A
.
P
は
楚
を
指

す
と
す
る
。
こ
こ
で
は
文
脈
上
、
「
邦
」
は
明
ら
か
に
鄭
で
は

な
く
楚
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

〈

44
〉
F
は
「
甚
」
の
意
と
す
る
。

〈

45
〉
整
理
者
は
「
而
送
」
に
作
り
、
「
而
後
」
と
釈
読
す
る
。
文

の
区
切
り
方
は
異
な
る
が
、

P
.
F
•
Y

も
整
理
者
同
様
「
而

後
」
と
す
る
。

F
.
j
は
文
を
「
以
急
。
於
今
而
後
楚
邦
…
…
」

と
区
切
り
、

P
.
Y
は
「
以
及
於
今
而
後
。
」
で
区
切
る
べ
き

と
し
て
い
る
。
ま
た

P
は
、
下
文
に
「
雖
邦
之
柄
、
将
必
為
師
」

と
あ
る
の
で
、
そ
の
意
は
今
も
な
お
「
柄
」
の
状
態
が
続
い
て

い
る
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
り
、
お
お
よ
そ
、
楚
国
に
難
が
あ
り

今
に
至
り
、
子
家
の
君
主
試
殺
事
件
を
処
理
す
る
こ
と
が
、
そ

の
た
め
に
後
々
ま
で
滞
っ
て
い
る
と
い
う
意
で
あ
る
と
す
る
。

Y
は
、
「
以
及
於
今
而
後
」
と
は
「
以
及
於
今
」
と
同
義
で
あ

り
、
古
く
は
虚
詞
が
重
複
す
る
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
た
め
こ
の

よ
う
に
記
さ
れ
た
と
し
て
、
『
荘
子
』
『
左
伝
』
な
ど
の
例
を

挙
げ
る
。
ま
た
、

Y
は
P
の
よ
う
に
難
が
今
に
及
ん
で
い
る
の

で
は
な
く
、

Q
の
よ
う
に
大
夫
に
相
談
す
る
こ
と
な
く
今
に
及

ん
で
し
ま
っ
た
と
解
す
る
。

L
•
Q

は
、
初
め
の
文
字
を
字
形
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か
ら
「
天
」
に
、
後
の
文
字
を
音
通
関
係
か
ら
「
厚
」
と
し
て

い
る
。

L
に
よ
れ
ば
、
「
後
」
と
「
厚
」
と
は
古
典
籍
中
に
お

い
て
よ
く
通
用
し
て
お
り
、
『
容
成
氏
』
第
四
五
簡
「
該
楽
於

酉
」
（
上
博
楚
簡
二
所
収
）
の
「
該
」
が
「
厚
」
に
作
ら
れ
る

こ
と
を
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
「
送
」
と
「
厚
」
が
音

通
す
る
と
い
う
説
は
、
現
時
点
で
は
用
例
が
確
認
で
き
ず
、
や

や
不
確
実
で
あ
る
が
、
実
際
上
博
楚
簡
（
『
容
成
氏
』
第
四
五

簡
）
に
お
い
て
「
談
」
と
「
厚
」
と
が
音
通
す
る
と
い
う
例
は

見
ら
れ
る
た
め
、
今
は
こ
れ
に
従
う
。
「
天
厚
」
と
し
て
、
天

が
楚
国
を
厚
遇
す
る
意
に
解
す
る
。

〈

46
〉
「
寵
光
」
に
つ
い
て
、
整
理
者
は
「
塩
慄
」
に
作
り
、
「
不

調
」
「
多
悪
」
の
意
と
す
る
。

F
.
u
は
「
恭
厳
」
と
す
る
。

ま
た
F
は
「
括
淡
」
の
可
能
性
も
指
摘
す
る
。

A
.
p
•
N

は

「
寵
光
」
の
意
と
し
、

A
.
P
は
『
左
伝
』
の
「
必
亡
。
宴
語

之
不
懐
、
寵
光
之
不
宣
、
令
徳
之
不
知
、
同
福
之
不
受
、
将
何

以
在
。
」
（
昭
公
十
二
年
）
を
引
き
、

N
は
『
右
監
門
衛
大
将

軍
墓
誌
名
』
『
贈
林
経
歴
赴
武
昌
都
衛
任
序
』
な
ど
に
「
寵
位
」

「
寵
栄
」
と
あ
る
の
と
同
義
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、

zは
該
当
字
と
第
四
簡
の
文
字
「
而
滅
光
於
下
」
の
「
光
」
が

同
じ
文
字
を
表
し
て
い
る
と
述
べ
る
。

T
は
「
寵
炎
」
に
作
り
、

権
勢
の
意
と
す
る
。
上
博
楚
簡
に
お
け
る
「
光
」
字
と
「
炎
」

字
と
は
字
形
が
異
な
る
。
こ
こ
で
は
音
通
関
係
・
意
味
の
上
か

ら
も
「
寵
光
」
と
釈
読
し
、
名
誉
あ
る
位
に
あ
る
こ
と
と
解
す

る。

〈

47〉

P
は
「
入
地
」
を
「
下
葬
」
の
意
で
あ
る
と
す
る
。

〈

48
〉
Q
は
上
博
楚
簡
六
『
平
王
問
鄭
寿
』
「
禍
敗
因
踵
於
楚
邦
、

憚
鬼
神
以
為
怒
、
思
先
王
亡
所
帰
、
吾
何
改
而
何
。
」
（
第
一
・

二
簡
）
と
同
類
の
語
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

〈

49
〉
整
理
者
は
「
栽
折
」
と
釈
読
し
、
傷
害
の
意
と
す
る
。

A
.

p
.
D
は
「
栽
賊
」
と
し
、
『
孟
子
』
に
「
将
栽
賊
杞
柳
而
後

以
為
杯
捲
也
」
（
告
子
上
）
と
あ
り
、
そ
の
趙
岐
注
に
「
栽
猶

残
也
」
と
あ
る
の
を
引
い
て
、
残
賊
、
残
殺
、
破
壊
の
意
と
す

る。
字
形
、
意
味
の
上
か
ら

A
.
p
.
D
に
従
う
。

〈

50〉

A
.
P
は
『
荀
子
』
に
「
成
名
況
乎
諸
侯
、
莫
不
願
以
為

臣
。
」
（
非
十
二
子
）
と
あ
り
、
そ
の
王
先
謙
集
解
が
愈
梃
を

引
い
て
「
成
与
盛
通
…
…
成
名
猶
盛
名
也
。
」
と
述
べ
て
い
る

こ
と
や
、
『
孔
子
家
語
』
に
「
孔
子
対
日
、
『
君
子
者
也
、
人

之
成
名
也
』
。
」
（
大
婚
）
と
あ
る
の
を
引
い
て
、
盛
名
（
よ
く

知
れ
渡
っ
て
い
る
名
声
）
、
美
名
（
名
声
・
好
評
）
の
意
と
す

る。

〈

5
1
〉
整
理
者
は
検
討
を
待
っ
と
す
る
。

B
は
「
滅
亡
」
の
意
と

し、

S
は
「
滅
厳
」
の
意
と
す
る
。

N
は
S
が
該
所
と
第
二
簡

の
「
寵
光
」
の
「
光
」
を
同
一
の
文
字
と
考
え
、
検
討
す
べ
き
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と
し
て
い
る
の
に
従
う
。
「
寵
光
」
は
『
右
監
門
衛
大
将
軍
墓

誌
名
』
『
贈
林
経
歴
赴
武
昌
都
衛
任
序
』
な
ど
に
「
寵
位
」
「
寵

栄
」
と
あ
る
の
と
同
意
で
あ
る
と
す
る
。

〈

5
2
〉
整
理
者
は
「
疏
索
」
を
「
稀
少
」
の
意
と
す
る
。

F
は
「
疏
」

は
「
粗
」
の
意
、
「
索
」
は
棺
を
束
ね
る
時
の
と
じ
な
わ
の
意
、

「
紘
」
は
「
束
」
の
意
と
す
る
。

P
も
F
と
同
様
で
あ
る
と
し

な
が
ら
、
『
墨
子
』
の
「
桐
棺
三
寸
」
、
「
慈
以
紙
之
」
（
節
葬

篇
）
の
用
例
を
示
す
。

O
は
ほ
F
を
「
優
」
の
意
と
す
る
。

〈

5
3
〉
整
理
者
は
「
基
」
を
『
爾
雅
』
の
「
始
也
。
」
（
釈
詰
）
を

引
い
て
説
明
す
る
。

F

.
P
は
、
城
埴
の
基
を
意
味
す
る
と
い

ろ
ノ

〈

5
4
〉
整
理
者
は
、
晋
人
が
鄭
の
地
に
進
入
す
る
の
に
、
黄
河
を

渡
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
「
渉
河
」
と
解
す
る
。

〈

5
5
〉
整
理
者
は
「
進
」
を
進
言
の
意
と
す
る
。

〈

56
〉
整
理
者
が
「
焉
」
と
す
る
字
を
、
F
は
乙
本
を
参
考
に
「
安
」

に
作
り
、
「
乃
J

の
意
と
す
る
。

〈

5
7
〉
整
理
者
は
「
両
棠
」
を
古
い
地
名
と
す
る
。
ま
た
、
こ
こ

で
い
う
楚
と
晋
と
の
戦
い
は
『
呂
氏
春
秋
』
に
「
荊
興
師
戦
於

両
棠
、
大
勝
晋
」
（
至
忠
）
や
『
新
書
』
に
「
（
楚
荘
王
）
乃

与
晋
人
戦
於
両
棠
、
大
克
晋
人
」
（
先
醒
）
と
あ
る
よ
う
に
、

春
秋
の
宣
公
十
二
年
に
起
こ
っ
た
郎
の
戦
い
を
指
す
と
す
る
。

〈

58
〉
甲
骨
文
に
お
い
て
も
「
亡
j

字
は

z、
(
『
殷
墟
文
字
乙
編
』
）

と
記
述
さ
れ
、

る。

じ
と
非
常
に
近
い
字
形
で
あ
る
こ
と
が
分
か

〈

5
9
〉
楚
簡
に
見
え
る
文
字
は
、
一
部
が
省
略
ま
た
は
追
加
さ
れ

て
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
じ
は
恣
3
が
一
部
省
略
さ
れ
た

字
体
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

一
方
で
し
ご
は
じ
の
草
冠
が
省
略
さ
れ
た
字
体
で
あ
っ
た
可
能

性
も
高
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
両
者
が
通
用
し
て
い
た
こ
と
が

窺
え
る
で
あ
ろ
う
。

〈

6
0
〉
た
だ
し
、
郭
店
楚
簡
の
「
猛
」
（
針
「
）
と
養
と
と
は
つ
く
り

の
形
が
わ
ず
か
に
似
て
は
い
る
が
、
全
体
的
な
字
形
と
し
て
は

合
致
し
な
い
。

〈

6
1
〉
楚
簡
に
お
い
て
、
あ
る
文
字
の
一
部
に
含
ま
れ
る
「
火
」

字
に
つ
い
て
は
、
横
線
が
あ
る
も
の
と
（
は
い
／
上
博
楚
簡
五

『
鬼
神
之
明
』
第
八
簡
）
な
い
も
の
（
ぶ
／
上
博
楚
簡
三
『
周

易
』
第
五
十
三
簡
）
の
二
通
り
の
筆
写
法
が
確
認
で
き
る
が
、

単
独
で
用
い
ら
れ
る
「
炎
」
字
に
つ
い
て
は
、
横
線
の
入
る
筆

写
法
し
か
確
認
で
き
な
い
。

〈

62
〉
楚
簡
中
に
は
、
「
巣
J

と
「
槻
」
が
通
用
す
る
と
い
う
よ
う

に
、
木
偏
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
同
一
の
文
字
を
表
す
例
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
字
形
・
韻
の
上
か
ら
「
利
」
と
「
梨
」
が
通
用
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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二
、
文
献
的
特
質

本
章
で
は
、
『
鄭
子
家
喪
』
に
お
け
る
楚
王
故
事
と
し
て
の
特
質

と
、
『
鄭
子
家
喪
』
に
見
え
る
重
要
語
句
「
上
帝
鬼
神
」
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

(
i
)
楚
王
故
事
と
し
て
の
特
質

先
述
し
た
通
り
、
『
左
伝
』
や
『
史
記
』
に
は
『
鄭
子
家
喪
』
と

類
似
し
た
記
事
が
見
え
る
。
楚
が
鄭
へ
侵
攻
す
る
原
因
と
な
っ
た

鄭
の
子
家
の
君
主
（
霊
公
）
試
殺
事
件
は
、
『
左
伝
』
宣
公
四
年
や

『
史
記
』
鄭
世
家
に
そ
の
記
事
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
子
家
の

死
に
関
し
て
は
『
左
伝
』
宣
公
十
年
や
『
史
記
』
鄭
世
家
に
関
連

記
事
が
見
え
、
楚
が
鄭
を
包
囲
し
、
そ
の
後
楚
と
晋
と
が
両
棠
に

争
う
内
容
に
つ
い
て
は
『
左
伝
』
宣
公
十
二
年
や
『
史
記
』
鄭
世

家
・
楚
世
家
に
類
似
の
記
事
が
見
え
る
。

し
か
し
、
『
鄭
子
家
喪
』
が
、
王
と
臣
下
と
で
子
家
の
扱
い
を
め

ぐ
り
話
し
合
い
、
楚
の
諸
侯
の
長
と
し
て
の
役
割
（
鄭
に
制
裁
を

降
す
）
を
強
調
す
る
よ
う
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
『
左

伝
』
や
『
史
記
』
に
は
そ
の
よ
う
な
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
う

し
た
『
鄭
子
家
喪
』
に
お
け
る
楚
王
と
臣
下
と
の
緊
迫
し
た
や
り

取
り
か
ら
は
、
ま
さ
に
本
篇
が
楚
の
視
点
に
立
っ
て
描
か
れ
た
文

献
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

ま
た
、
『
鄭
子
家
喪
』
に
は
楚
の
荘
王
が
登
場
す
る
。
楚
の
荘
王

と
言
え
ば
「
三
年
蛮
ば
ず
鳴
か
ず
」
や
「
鼎
の
軽
重
を
問
う
」
な

ど
の
故
事
で
有
名
な
春
秋
五
覇
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
。
上
博
楚

簡
中
に
は
、
他
に
も
『
荘
王
既
成
』
や
『
平
王
与
王
子
木
』
な
ど

に
荘
王
に
関
す
る
記
述
が
見
え
る
。

ぶ
え
き

『
荘
王
既
成
』
は
、
無
射
の
大
鐘
を
鋳
造
し
た
荘
王
が
、
子
捏

に
「
後
の
楚
王
が
こ
れ
を
い
つ
ま
で
保
つ
こ
と
が
で
き
る
か
」
と

尋
ね
る
内
容
で
あ
り
、
『
平
王
与
王
子
木
』
に
は
、
王
子
木
（
建
）

と
成
公
幹
（
乾
）
と
の
や
り
と
り
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『
荘
王
既
成
』
で
は
、
四
代
後
の
昭
王
期
の
国
難
が
、
実
は
覇

者
と
呼
ば
れ
全
盛
を
誇
っ
た
荘
王
期
に
萌
し
て
い
た
と
記
述
さ
れ

る
。
こ
こ
で
は
、
荘
王
に
失
政
を
行
っ
た
悪
王
の
イ
メ
ー
ジ
が
付

与
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
『
平
王
与
王
子
木
』
で

は
、
荘
王
が
俗
事
に
も
通
じ
た
賢
君
と
し
て
成
公
幹
の
話
に
上
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
荘
王
が
善
政
を
行
っ
た
良
王
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
上
博
楚
簡
に
お
い
て
同
じ
荘
王
の
見
え
る
故
事

で
も
、
荘
王
の
イ
メ
ー
ジ
は
多
様
で
あ
り
、
全
て
の
文
献
が
楚
（
荘

王
）
を
顕
彰
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
『
鄭
子
家

喪
』
に
つ
い
て
も
、
こ
の
点
を
考
應
し
つ
つ
、
上
博
楚
簡
及
び
古

代
文
献
中
に
位
置
付
け
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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(
＂

11)

「
上
帝
鬼
神
」
に
つ
い
て

『
鄭
子
家
喪
』
に
は
「
天
厚
楚
邦
、
使
為
諸
侯
正
。
今
、
鄭
子

家
殺
其
君
、
将
保
其
寵
光
、
以
没
入
地
。
如
上
帝
鬼
神
以
為
怒
、

吾
将
何
以
答
（
天
楚
邦
を
厚
く
し
、
諸
侯
の
正
た
ら
し
む
。
今
、

鄭
の
子
家
其
の
君
を
殺
す
も
、
将
に
其
の
寵
光
を
保
ち
、
以
て
没

し
て
地
に
入
ら
ん
と
す
。
如
し
上
帝
鬼
神
以
て
怒
を
為
さ
ば
、
吾

将
た
何
を
か
以
て
答
え
ん
や
）
」
（
第
一
・
ニ
簡
）
と
、
「
上
帝
鬼

神
」
の
怒
り
を
気
に
す
る
荘
王
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

伝
世
文
献
中
に
も
、
覇
者
が
諸
侯
の
長
と
し
て
の
働
き
を
行
わ

な
か
っ
た
場
合
、
禍
い
を
受
け
る
と
い
う
同
内
容
の
話
が
見
え
る
。

例
え
ば
、
『
左
伝
』
昭
公
十
一
年
に
「
察
侯
獲
罪
於
其
君
、
而
不
能

其
民
。
天
将
仮
手
於
楚
以
斃
之
」
（
察
侯
罪
を
其
の
君
に
獲
て
、

た
お

其
の
民
に
能
わ
ず
。
天
、
将
に
手
を
楚
に
仮
り
て
以
て
之
を
斃
さ

ん
と
す
）
や
、
『
国
語
』
晋
語
に
「
大
者
天
地
、
其
次
君
臣
、
所
以

為
明
訓
也
。
今
宋
人
試
其
君
。
是
反
天
地
而
逆
民
則
也
。
天
必
誅

焉
。
晋
為
盟
主
、
而
不
修
天
罰
、
将
憚
及
焉
。
」
（
大
な
る
者
は
天

地
に
し
て
、
其
の
次
は
君
臣
な
る
は
、
明
訓
と
為
す
所
以
な
り
。

今
宋
人
其
の
君
を
試
す
。
是
れ
天
地
に
反
き
て
民
則
に
逆
う
な
り
。

天
必
ず
や
焉
を
誅
さ
ん
。
晋
盟
主
と
為
り
て
、
天
罰
を
修
め
ず

ん
ば
、
将
ち
及
ば
ん
こ
と
を
憚
る
）
と
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

は
、
「
君
主
試
殺
の
罪
を
犯
し
た
他
国
の
討
伐
を
、
天
の
意
志
を
受

け
、
覇
者
が
天
に
代
わ
っ
て
行
う
の
だ
」
と
い
う
立
場
で
記
さ
れ

て
お
り
、
『
鄭
子
家
喪
』
と
若
干
異
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
『
左

伝
』
や
『
国
語
』
で
は
覇
者
が
自
ら
の
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
、

天
よ
り
禍
い
が
降
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
『
鄭
子
家
喪
』
と

異
な
り
こ
こ
に
「
上
帝
鬼
神
」
は
登
場
し
な
い
。
『
鄭
子
家
喪
』
に

お
い
て
、
「
天
」
が
楚
に
覇
者
た
る
恩
恵
を
与
え
る
存
在
、
逆
に
「
上

帝
鬼
神
」
が
楚
王
に
禍
を
降
す
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と

は
、
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
―
つ
私
見
を
述
べ
れ
ば
、
伝
世
文
献
で
あ
る
『
左

伝
』
や
『
国
語
』
の
記
事
に
は
、
儒
家
が
諸
神
と
切
り
離
し
、
絶

対
的
な
存
在
と
し
て
設
定
し
た
「
天
」
の
影
響
が
強
く
現
れ
て
い

た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
対
し
、
楚
の
視
点
に
立
っ

て
記
さ
れ
た
『
鄭
子
家
喪
』
中
に
は
、
儒
家
的
要
素
で
あ
る
「
天
」

が
見
ら
れ
る
一
方
、
「
上
帝
鬼
神
」
な
ど
の
諸
神
が
融
合
し
た
殷
代

的
要
素
も
見
ら
れ
、
『
鄭
子
家
喪
』
が
儒
家
的
思
想
に
偏
ら
ぬ
多
様

性
を
持
つ
文
献
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

な
お
、
上
博
楚
簡
中
に
は
、
『
鄭
子
家
喪
』
の
他
に
も
、
『
昭
王

さ
ょ
う
し
と
ん

与
冊
之
膵
』
『
平
王
問
鄭
寿
』
『
君
人
者
何
安
哉
』
『
束
大
王
泊
旱
』

『
鬼
神
之
明
』
な
ど
に
「
天
」
や
「
上
帝
鬼
神
」
に
関
す
る
記
述

が
見
え
る
。
こ
こ
か
ら
、
『
鄭
子
家
喪
』
に
限
ら
ず
上
博
楚
簡
に
お

い
て
、
広
く
「
天
」
と
「
上
帝
鬼
神
」
と
の
併
用
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
を
確
認
で
き
る
だ
ろ
う
。

(124) 



(
1
)
甲
本
・
乙
本
の
各
簡
の
詳
細
は
、
次
の
通
り
（
な
お
、
【
】
は
竹

簡
番
号
を
示
す
）
。

●
甲
本

【
1
】
完
簡
。
簡
長
は
三
三
・
ニ
セ
ン
チ
。
上
端
か
ら
第
一
契
口
ま
で
が

九
•
五
セ
ン
チ
、
第
一
契
口
か
ら
第
二
契
口
ま
で
が
一
五
•
七
セ
ン

チ
、
第
二
契
口
か
ら
下
端
ま
で
が
八

・
O
セ
ン
チ
。
三
六
字
（
合
文

二
字
を
含
む
）
＾
)

注
以
上
、
原
釈
文
と
先
行
研
究
と
を
元
に
、
『
鄭
子
家
喪
』
の
釈
文

を
示
し
、
そ
の
文
献
的
特
質
に
つ
い
て
言
及
し
て
き
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
『
左
伝
』
や
『
史
記
』
の
記
事
と
同
内
容
の
事
件
に
つ
い
て
、

『
鄭
子
家
喪
』
が
異
な
る
角
度
か
ら
そ
れ
ら
を
捉
え
描
写
し
て
い

た
こ
と
、
ま
た
『
鄭
子
家
喪
』
及
び
上
博
楚
簡
中
に
は
様
々
な
思

想
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
融
合
し
て
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
『
鄭
子
家
喪
』
の
著
作
意
図
や
上
博

楚
簡
中
に
お
け
る
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
検

討
を
加
え
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
た
別

稿
に
て
改
め
て
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。

お
わ
り
に

【
2
】
完
簡
。
簡
長
は
三
三
・
ニ
セ
ン
チ
。
上
端
か
ら
第
一
契
口
ま
で
が

九
•
五
セ
ン
チ
、
第
一
契
口
か
ら
第
二
契
口
ま
で
が
一
五
•
六
セ
ン

チ
、
第
二
契
口
か
ら
下
端
ま
で
が
八
•
一
セ
ン
チ
。
三
三
字
。

【3
】
完
簡
。
簡
長
は
三
三
•
一
セ
ン
チ
。
上
端
か
ら
第
一
契
口
ま
で
が

九
•
五
セ
ン
チ
、
第
一
契
口
か
ら
第
二
契
口
ま
で
が
一
五
•
六
セ
ン

チ
、
第
二
契
口
か
ら
下
端
ま
で
が
八

・
O
セ
ン
チ
。
三
六
字
。

【
4
】
完
簡
。
簡
長
は
三
三
・
ニ
セ
ン
チ
。
上
端
か
ら
第
一
契
口
ま
で
が

九
•
五
セ
ン
チ
、
第
一
契
口
か
ら
第
二
契
口
ま
で
が
一
五
•
六
セ
ン

チ
、
第
二
契
口
か
ら
下
端
ま
で
が
八
•
一
セ
ン
チ
。
三
三
字
。

【
5
】
完
簡
。
簡
長
は
三
三
・
ニ
セ
ン
チ
。
上
端
か
ら
第
一
契
口
ま
で
が

九
•
五
セ
ン
チ
、
第
一
契
口
か
ら
第
二
契
口
ま
で
が
一
五
•
五
セ
ン

チ
、
第
二
契
口
か
ら
下
端
ま
で
が
八
・
ニ
セ
ン
チ
。
三
三
字
。

【
6
】
完
簡
。
簡
長
は
三
三
・
一
セ
ン
チ
。
上
端
か
ら
第
一
契
口
ま
で
が

九
•
五
セ
ン
チ
、
第
一
契
口
か
ら
第
二
契
口
ま
で
が
一
五
•
四
セ
ン

チ
、
第
二
契
口
か
ら
下
端
ま
で
が
八
・
ニ
セ
ン
チ
。
三
三
字
（
合
文

一
字
を
含
む
）
。

【
7
】
完
簡
。
簡
長
は
三
三
・
ニ
セ
ン
チ
。
上
端
か
ら
第
一
契
口
ま
で
が

九
•
五
セ
ン
チ
、
第
一
契
口
か
ら
第
二
契
口
ま
で
が
一
五
•
五
セ
ン

チ
、
第
二
契
口
か
ら
下
端
ま
で
が
八
・
ニ
セ
ン
チ
。
三
一
字
。

●
乙
本

【
1
】
残
簡
。
上
端
は
残
欠
、
下
端
は
平
頭
（
平
斉
）
。
簡
長
は
四
七
・

四
セ
ン
チ
。
上
端
か
ら
第
一
契
口
ま
で
が
一
三

・
O
セ
ン
チ
、
第
一
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契
口
か
ら
第
二
契
口
ま
で
が
ニ
ニ
・
五
セ
ン
チ
、
第
二
契
口
か
ら
下

端
ま
で
が
一
―
•
九
セ
ン
チ
。
三
二
字
（
合
文
二
字
を
含
む
）
。

【

2
】
残
簡
。
上
端
は
平
頭
、
下
端
は
残
欠
。
簡
長
は
四
六
・
七
セ
ン
チ
。

上
端
か
ら
第
一
契
口
ま
で
が
一
三
•
六
セ
ン
チ
、
第
一
契
口
か
ら
第

二
契
口
ま
で
が
ニ
―
•
八
セ
ン
チ
、
第
二
契
口
か
ら
下
端
ま
で
が
一

-
•
三
セ
ン
チ
。
三
四
字
。

【

3
】
残
簡
。
上
端
下
端
と
も
に
残
欠
。
簡
長
は
四
四

・
O
セ
ン
チ
。
上

端
か
ら
第
一
契
口
ま
で
が
―
ニ
・
九
セ
ン
チ
、
第
一
契
口
か
ら
第
二

契
口
ま
で
が
二
三

・
O
セ
ン
チ
、
第
二
契
口
か
ら
下
端
ま
で
が
八
・

一
セ
ン
チ
。
三
二
字
。

【

4
】
残
簡
。
上
端
下
端
と
も
に
残
欠
。
簡
長
は
三
四

・
O
セ
ン
チ
。
上

端
か
ら
第
一
契
口
ま
で
が
一
三
•
六
セ
ン
チ
、
第
一
契
口
か
ら
第
二

契
口
ま
で
が
二

0
•
四
セ
ン
チ
。
二
四
字
。

【

5
】
完
簡
（
但
し
、
第
四
簡
下
部
の
残
欠
が
大
き
く
、
第
五
簡
と
の
接

続
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
第
五
簡
上
端
に
も
う
一
字
分
あ
っ
た
可
能

性
が
あ
る
）
。
簡
長
は
四
七
•
五
セ
ン
チ
。
上
端
か
ら
第
一
契
口
ま
で

が
一
三
•
五
セ
ン
チ
、
第
一
契
口
か
ら
第
二
契
口
ま
で
が
ニ
ニ
・
八

セ
ン
チ
、
第
二
契
口
か
ら
下
端
ま
で
が
一
―
・
ニ
セ
ン
チ
。
三
〇
字
。

【6
】
残
簡
。
上
端
は
僅
か
に
残
欠
、
下
端
は
残
欠
。
簡
長
は
四
五
•
四

セ
ン
チ
。
上
端
か
ら
第
一
契
口
ま
で
が
一
三
•
六
セ
ン
チ
、
第
一
契

口
か
ら
第
二
契
口
ま
で
が
ニ
ニ
・
八
セ
ン
チ
、
第
二
契
口
か
ら
下
端

ま
で
が
九
セ
ン
チ
。
三
四
字
（
合
文
一
字
を
含
む
）
。

て
い
ご
う

【7
】
二
つ
の
断
簡
の
綴
合
。
簡
長
は
四
六
•
八
セ
ン
チ
。
上
部
が
三
三
・

三
セ
ン
チ
、
下
部
が
一
三
•
五
セ
ン
チ
。
上
端
か
ら
第
一
契
口
ま
で

が
一
三
•
六
セ
ン
チ
、
第
一
契
口
か
ら
第
二
契
口
ま
で
が
ニ
ニ
・
八

セ
ン
チ
、
第
二
契
口
か
ら
下
端
ま
で
が
一

0
•
四
セ
ン
チ
。
二
八
字
。

な
お
、
そ
の
他
の
『
鄭
子
家
喪
』
に
関
す
る
書
誌
情
報
は
、
拙
稿

「
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
七
）
』
所
収
文
献
概
要
(
-
)
」
（
『
中

国
研
究
集
刊
』
第
四
十
八
号
、
大
阪
大
学
中
国
学
会
、
二

O
O
九
年

六
月
）
を
参
照
。

(
2
)

「
満
写
簡
」
と
は
、
両
端
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
文
字
が
記
さ
れ
た
竹
簡
を

指
す
。
「
満
写
簡
」
や
「
墨
鉤
」
な
ど
の
新
出
土
資
料
に
関
す
る
専
門

用
語
に
つ
い
て
は
、
「
「
書
誌
情
報
」
用
語
解
説
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』

第
三
十
三
号
、
大
阪
大
学
中
国
学
会
、
二

0
0
三
年
六
月
）
及
び
、
「
「
書

誌
情
報
」
用
語
解
説
（
二
）
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
三
十
八
号
、
大

阪
大
学
中
国
学
会
、
二

0
0
五
年
十
二
月
）
に
詳
し
い
。

(
3
)
こ
れ
ま
で
に
日
本
で
発
表
さ
れ
た
『
鄭
子
家
喪
』
に
関
す
る
論
文

に
は
、
草
野
友
子
「
中
国
古
代
に
お
け
る
王
の
呼
称
ー
ー
上
博
楚
簡

『
鄭
子
家
喪
』
を
中
心
と
し
て
」
（
『
待
兼
山
論
叢
』
第
四
十
三
号
、

ニ
O
O九
年
）
や
、
同
「
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
簡
に
お
け
る
誤
写

の
可
能
性
に
つ
い
て
ー
『
武
王
践
昨
』
『
鄭
子
家
喪
』
を
中
心
に
」

（
『
京
都
産
業
大
学
論
集
』
人
文
科
学
系
列
四
十
一
、
二

0
1
0年

三
月
）
が
あ
る
。
ま
た
、
訳
注
に
は
小
寺
敦
「
上
海
博
楚
簡
『
鄭
子

家
喪
』
訳
注
ー
ー
附
・
史
料
的
性
格
に
関
す
る
小
考
」
（
『
東
洋
文
化
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研
究
所
紀
要
』
一
五
七
、
二

0
1
0年
三
月
）
が
あ
る
が
、
本
稿
で

は
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
さ
ら
に
語
注
に
お
い
て
詳
細
な
検
討

を
加
え
、
よ
り
正
確
に
釈
読
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

(
4
)
甲
本
と
乙
本
と
で
は
、
字
体
・
簡
長
・
各
簡
ご
と
の
文
字
数
・
使

用
文
字
な
ど
に
差
異
が
あ
る
も
の
の
、
内
容
に
関
し
て
は
ほ
ぼ
同
一

で
あ
る
と
言
え
る
。
甲
本
と
乙
本
の
文
字
に
関
す
る
相
違
点
に
つ
い

て
は
次
の
通
り
。
（
以
下
、
馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹

書
（
七
）
』
に
附
さ
れ
た
対
照
表
を
参
考
に
作
成
。
）

第
一
簡
…
甲
本
一
文
字
目
の
「
鄭
」
字
が
、
乙
本
で
は
欠
損
し
て
お

り
見
ら
れ
な
い
。
甲
本
の
「
典
」
字
が
乙
本
で
は
「
与
」
字
、
甲

本
「
汀
」
字
が
乙
本
で
は
「
一
万
」
字
と
記
さ
れ
る
。

第
二
簡
…
甲
本
で
は
「
含
奨
子
…
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
乙
本

に
お
い
て
は
「
含
」
の
文
字
が
な
く
、
「
英
子
…
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
甲
本
の
最
後
の
文
字
「
視
」
が
乙
本
で
は
欠
損
し

て
お
り
見
ら
れ
な
い
。
他
に
、
甲
本
「
柳
」
が
乙
本
で
は
「
罷
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

第
三
簡
…
甲
本
一
文
字
目
の
「
神
」
字
と
最
後
の
三
字
「
日
災
子
」

が
、
乙
本
で
は
欠
損
し
て
お
り
見
ら
れ
な
い
。
甲
本
二
七
字
目
の

文
字
（
乙
本
二
六
字
目
）
を
原
釈
文
は
、
甲
本
で
は
「
昏
」
字
、

乙
本
で
は
「
情
」
字
と
隷
定
し
て
い
る
。

第
四
簡
：
・
甲
本
「
汀
」
字
が
乙
本
で
は
「
一
方
」
字
と
記
さ
れ
る
。
ま

た
、
原
釈
文
が
甲
本
に
お
い
て
「
笞
」
と
隷
定
し
、
検
討
を
待
っ

と
し
て
い
る
文
字
が
、
乙
本
で
は
「
我
」
と
隷
定
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
乙
本
は
下
端
の
欠
損
が
激
し
く
、
甲
本
に
あ
る
「
併
己

城
名
立
於
上
而
戎
」
の
九
字
が
見
ら
れ
な
い
。

第
五
簡
…
乙
本
第
五
簡
は
完
簡
と
さ
れ
る
が
、
第
四
簡
の
欠
損
が
激

し
い
た
め
、
そ
の
接
続
は
不
明
で
あ
り
、
上
端
に
も
う
一
、
二
字

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
（
対
照
表
は
甲
本
第
五
簡
を
基
準
と
し
て

図
示
し
て
お
り
、
乙
本
第
五
簡
が
完
簡
と
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
乙
本
上
部
に
「
鼎
於
」
の
二
字
が
欠
損
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
）
。
ま
た
、
甲
本
「
思
」
字

が
乙
本
で
は
「
向
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

第
六
簡
…
甲
本
（
第
五
簡
最
終
文
字
）
「
一
汀
土
」
字
が
、
乙
本
で
は
「
バ
土
」

と
記
さ
れ
る
。

第
七
簡
…
甲
本
の
初
め
の
三
字
「
人
晒
救
」
が
乙
本
で
は
欠
損
し
て

お
り
見
ら
れ
な
い
。

な
お
、
李
松
儒
氏
（
本
稿
末
「
先
行
研
究
」

X
)
は
、
字
形
や
筆

写
方
法
、
乙
本
に
脱
字
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
恐
ら
く
甲
本
は
乙

本
を
基
と
し
て
、
こ
れ
に
訂
正
を
加
え
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う

と
指
摘
し
て
い
る
。
小
寺
敦
氏
（
本
稿
末
「
先
行
研
究
」

j
)
も、

乙
本
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
の
高
さ
を
指
摘
す
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は

甲
本
の
竹
簡
が
乙
本
の
竹
簡
よ
り
短
い
こ
と
、
甲
本
に
書
き
損
じ
と

し
か
思
わ
れ
な
い
文
字
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
高
祐
仁
氏
（
本
稿
末
「
先
行
研
究
」

h
)

は
、
甲
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本
と
乙
本
と
は
簡
長
の
長
さ
が
約
一
五
セ
ン
チ
違
う
に
も
関
わ
ら
ず
、

『
鄭
子
家
喪
』
の
書
写
に
同
じ
七
簡
の
竹
簡
が
使
用
さ
れ
、
ま
た
各

簡
に
お
け
る
文
字
の
配
分
（
配
置
）
が
ほ
ぼ
等
し
い
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
甲
本
・
乙
本
が
別
の
版
本
（
親
本
）
を
元
に
筆
写
さ
れ
た
こ
と

は
明
白
で
あ
り
、
両
本
を
比
べ
た
時
に
散
見
す
る
誤
字
や
脱
字
は
、

単
に
筆
写
す
る
際
に
ど
ち
ら
か
が
見
誤
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
述
べ
る
。

上
博
楚
簡
中
に
は
、
様
々
な
簡
長
・
字
体
の
文
献
が
含
ま
れ
て
お

り
、
単
純
に
そ
れ
ら
の
上
位
下
位
、
筆
写
の
先
後
関
係
を
言
う
こ
と

は
難
し
い
。
ま
た
、
上
博
楚
簡
中
に
は
『
鄭
子
家
喪
』
同
様
、
同
一

内
容
の
二
本
（
甲
本
・
乙
本
）
が
存
在
す
る
文
献
が
多
く
、
今
後
は

他
の
文
献
も
含
め
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。他

に
、
上
博
楚
簡
の
甲
本
・
乙
本
に
つ
い
て
は
、
羅
運
環
氏
（
本

稿
末
「
先
行
研
究
」

C
S
e
)
や
、
福
田
哲
之
氏
の
「
上
海
博
物
館

蔵
戦
国
楚
竹
書
の
特
異
性
ー
『
君
人
者
何
必
安
哉
（
甲
本
・
乙
本
）
』

を
中
心
に
」
（
浅
野
裕
一
編
『
竹
簡
が
語
る
中
国
古
代
思
想
（
三
）
ー

ー
上
博
楚
簡
研
究
』
、
汲
古
書
院
、
二

0
1
0年
三
月
所
収
）
な
ど

が
あ
る
。

(
5
)
『
鄭
子
家
喪
』
（
甲
本
）
第
四
簡
の
「
而
」
字
は
、
下
が
歪
曲
し
た

形
に
な
っ
て
お
り
、
甲
本
中
の
「
天
」
字
と
近
似
し
て
い
る
。
し
か

し
、
第
一
画
目
の
歪
曲
の
度
合
い
や
、
第
一
画
目
か
ら
第
二
画
目
へ

繋
が
る
運
筆
に
は
、
甲
本
に
見
え
る
他
の
「
而
」
字
と
共
通
す
る
も

の
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
文
脈
か
ら
も
「
而
」
字
に
解
す
る
方
が
良
い

で
あ
ろ
う
。
な
お
、
乙
本
（
第
四
簡
）
に
関
し
て
は
該
当
字
が
欠
損

し
て
お
り
、
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
か
不
明
で
あ
る
。

【
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．
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篇
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．
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．
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友
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仁
「
『
鄭
子
家
喪
』
・
『
競
公
病
』
諸
”
病
”
字
的
構
形
考
察
」
（
ニ

0
 1
0年
、
一
月
四
日
)
[
簡
吊
網
]

h
．
高
佑
仁
「
鄭
子
家
喪
「
以
入
地
」
考
釈
及
其
相
関
問
題
」
（
二

0
1
0

年
、
一
月
九
日
)
[
復
旦
網
]

i
．
草
野
友
子
「
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
簡
に
お
け
る
誤
写
の
可
能
性
に

つ
い
て
—
_
『
武
王
践
昨
』
『
鄭
子
家
喪
』
を
中
心
に
」
（
『
京
都
産
業

大
学
論
集
』
人
文
科
学
系
列
四
十
一
、
二

0
1
0年
三
月
）

j

．
小
寺
敦
「
上
海
博
楚
簡
『
鄭
子
家
喪
』
訳
注
ー
ー
附
•
史
料
的
性
格

に
関
す
る
小
考
」
（
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
百
五
十
七
冊
、
東
京

大
学
東
洋
文
化
研
究
所
二

0
1
0年
三
月
）

K
．
蘇
建
洲
「
『
鄭
子
家
喪
』
甲

1

「
就
」
字
釈
読
再
諮
」
（
二

0
1
0年

五
月
一
日
)
[
復
旦
網
]

(130) 


